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研究ノート

研
究
の
範
囲
及
び
方
法

l
序
に
か
え
て

l

「
札
幌
市
に
お
け
る
有
力
者
の
変
遷
」
と
い
う
場
合
、
ま
ず
「
有
力
者
」

と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
を
指
す
か
が
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
い
う
「
有
力

者
」
と
は
単
に
政
治
的
に
勢
力
を
有
す
る
人
々
よ
り
範
囲
が
広
く
、
社
会
の

様
々
の
分
野
に
お
い
て
そ
の
発
言
や
決
定
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
な

人
々
を
指
し
て
い
る
。
即
ち
、

「
札
幌
市
に
お
け
る
有
力
者
」
と
は
、
札
幌

市
と
い
う
地
域
社
会
に
お
け
る
各
界
の
代
表
あ
る
い
は
指
導
的
存
在
と
定
義

す
る
こ
と
に
す
る
。

問
題
は
こ
う
し
た
人
々
を
い
か
な
る
基
準
で
ど
の
よ
う
に
選
び
出
す
か
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
北
海
道
新
聞
社
刊
行
の
「
北
海
道
年
鑑
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
北
海
道
人
名
録
」
中
の
札
幌
市
在
住
者
を
「
札
幌
市
に
お
け
る
有

力
者
」
と
定
義
す
る
と
い
う
単
純
な
方
法
を
用
い
た
。
こ
う
す
る
こ
と
の
理

由
の
一
端
は
道
内
、
と
り
わ
け
札
幌
市
の
知
名
人
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の

数
を
も
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
他
に
無
い
こ
と
(
統
計
的
な
分
析
を

行
う
場
合
に
は
分
析
の
対
象
が
少
な
過
ぎ
て
は
意
味
が
な
い
)
、
ま
た
、
変

遷
を
み
る
た
め
に
は
少
く
と
も
二
つ
の
異
っ
た
時
点
に
お
け
る
「
有
力
者
」

を
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
は
同
一
の
基
準
で
選
ば
れ
た

資
料
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
に
あ
る
。

も
っ
と
も
、
「
北
海
道
人
名
録
」

み
ら
れ
る
資
料
の
項
目
は
「
生
年
月
日
」
、
「
出
生
地
ま
た
は
本
籍
地
」
、
「
学

歴
」
、
「
職
業
」
、
「
現
住
所
」
と
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
ょ
っ

て
も
札
幌
市
の
「
有
力
者
」
の
特
徴
及
び
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な

知
見
が
か
な
り
の
程
度
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

信名
録録
L Lー

以
E 外

言え
公山
界凶
生名

品 ι 地
ET そ
の
等他
のけ
人.~
h つ

#い
て

典
帽正

室聖
主晶
名士
せ~
同め「

(マ「北
L 人海
勺事道
輿人

次
に
「
変
遷
」
を
み
る
た
め
に
、
主
と
し
て
一
九
五
八
年
版
と
一
九
七

年
版
の
「
北
海
道
人
名
録
」

(
記
載
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
一
年
前
。
即
ち
一
九

五
七
年
と
一
九
七
二
年
が
分
析
時
点
で
あ
る
)
を
比
較
分
析
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
こ
の
期
間
の
推
移
を
一
年
ご
と
に
み
る
こ
と
も

し
た
。
一
九
五
七
年
は
我
国
が
経
済
の
高
度
成
長
期
を
迎
え
、
都
市
へ
の
人

口
集
中
が
開
始
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
札
幌
市
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
こ
の
時
期

か
ら
人
口
の
急
激
な
増
加
が
始
ま
っ
た
。

に
達
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
ま
た
、

一
九
七
二
年
は
高
度
成
長
が
頂
点

一
九
七

O
年
に
人
口
一

O
O万
人
を
超

え
た
札
幌
市
が
政
令
指
定
都
市
へ
移
行
し
た
年
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
至
る
一
五
年
間
の
我
国
の
高
度
経
済
成
長
期

〈

1
)

は
、
同
時
に
札
幌
市
の
急
激
な
「
発
展
」
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。

次
に
、

「
有
力
者
」
の
選
定
は
定
義
上
「
北
海
道
人
名
録
」
の
掲
載
基
準

iこ

に
基
づ
い
て
い
る
が
、
北
海
道
新
聞
社
に
よ
れ
ば
、
そ
の
掲
載
基
準
及
び
内

北法32(1・240)240 
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容
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

掲
載
基
準

道
内
で
活
躍
し
て
い
る
各
界
の
主
要
人
士
で
原
則
と
し
て
以
下
に
掲
げ
る

範
囲
か
ら
選
定
。

付
政
界

衆
議
院
議
員
1

道
内
選
出
議
員

参
議
院
議
員

「
地
方
区
l
道
内
選
出
議
員

戸ゐ+~国区
l
北
海
道
を
地
盤
と
す
る
議
員

道
議
会
議
員
l
全
員

市
議
会
議
員
i
議
長
の
み

∞
官
界

札幌市における有力者の変遷

中
央
(
国
の
出
先
機
関

)
l部
長
職
以
上

地
方
自
治
体

北
海
道
l
部
長
職
・
部
次
長
職
以
上

札
幌
市
|
局
長
職
以
上
及
び
病
院
長

道
内
の
そ
の
他
の
市
l
市
長
、
助
役
、
収
入
役
及
び
病
院
長

道
内
の
町
村
|
町
村
長
の
み

伺
実
業
界

銀
~ rr 

『
道
内
銀
行
!
全
重
役
(
頭
取
、

{

役

)

F

道
外
銀
行
l
札
幌
支
庖
長

副
頭
取
、

常
務
、

取
締
役
、
監
査

会
社
(
資
本
金
が
基
準
と
な
る
が
年
々
変
化
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
一
九

七
五
年
に
お
け
る
基
準
額
を
参
考
と
し
て
示
す
。
)

道
内
会
社
ハ
本
社
が
道
内
に
あ
る
も
の
〉

五
O
O
O万
円
以
上
三
億
円
未
満
|
社
長

三
億
円
以
上
五
億
円
未
満
!
常
務
以
上

五
億
円
以
上
|
全
重
役

道
外
会
社

ニO
億
円
以
上
五

O
億
円
未
満
|
道
内
出
先
機
関
の
長
を
兼
ね
て
い

る
役
員
五
O
億
円
以
上
!
道
内
支
社
、
支
広
、
営
業
所
等
の
長

た
だ
し
、
道
内
に
大
工
場
、
鉱
業
所
等
を
有
し
、
道
内
会
社
と
ほ

と
ん
ど
同
視
さ
れ
て
い
る
会
社
(
王
子
製
紙
、
北
海
道
炭
鉱
汽
船
な

ど
〉
は
社
長
も
掲
載
。

帥
文
化
団
体
、
そ
の
他
の
各
種
団
体

団
体
の
規
模
等
に
よ
り
掲
載
の
有
無
、

人
数
が
決
め
ら
れ
る
。
(
北
海
道

北法32(1・241)241 



研究ノート

新
聞
社
の
判
断
に
拠
る
。
〉

伺
大
学
関
係

国
公
立
大
学
1
教
授
及
び
名
誉
教
授

私
立
大
学
|
主
要
教
授
(
学
長
、
学
部
長
等
)

以
上
に
掲
げ
た
基
準
は
人
名
録
発
刊
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
問
、

根
本
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
会
社
の
資
本
金
、
年
商
等
の
基

準
は
年
々
の
経
済
規
模
の
増
大
に
合
わ
せ
て
金
額
が
上
昇
し
て
い
る
。

掲
載
内
容

本
人
の
直
接
回
答
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
近
年
は
官
公
庁
、
大
会
社
、

団
体
、
大
学
等
に
つ
い
て
は
人
事
担
当
者
に
一
括
し
て
回
答
を
依
頼
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
以
前
は
出
生
地
を
掲
載
し
て
い
た
の
が
、
近
年
に
至
っ

て
本
籍
地
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
増
え
て
き
て
い
る
。

「
有
力
者
」
の
選
定
基
準
は
以
上
の
よ
う
で
あ
り
、
根
本
的
に
は
変
化
し

て
い
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
に
分
析
を
始
め
て
み
る
と
、
年
次
別
の

比
較
に
際
し
て
見
逃
し
得
な
い
基
準
の
相
違
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
保
険
会
社
及
び
証
券
会
社
の
札
幌
支
賠
長
に
つ
い

て
は
と
も
に
資
本
金
等
が
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
で
も
、

一
九
五
七
年

に
は
掲
載
さ
れ
、

一
九
七
二
年
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て

は

一
九
五
七
年
に
お
け
る
保
険
会
社
及
び
証
券
会
社
の
支
応
長
を
分
析
対

象
か
ら
除
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ほ
ど
重
大
と
も
思
わ
れ
な

い
が
、
基
準
の
差
異
が
二
、
三
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

も
で
き
る
だ
け
基
準
の
統
一
を
図
り
、
比
較
可
能
な
形
に
す
る
た
め
の
操
作

を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
選
び
出
さ
れ
た
「
有
力
者
」
の
数
は
一
九
五
七
年
で
九

一
九
七
二
年
で
は
一
五
八
二
人
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
後
の
「
職

O
三
人
、

業
」
の
章
で
述
べ
る
理
由
に
よ
り
大
学
教
授
を
除
い
た
数
は
一
九
五
七
年
で

六
O
九
人
、
一
九
七
二
年
で
は
一

O
二
三
人
で
あ
る
。
主
と
し
て
分
析
の
対

象
と
し
た
の
は
大
学
教
授
を
含
ま
な
い
数
に
つ
い
て
で
あ
り
、
特
に
必
要
な

場
合
に
限
り
大
学
教
授
を
含
め
た
数
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
た
。

用
語
に
つ
い
て

本
稿
で
分
析
す
る
資
料
の
項
目
は
「
職
業
」
、
「
年
齢
」
、
「
出
身
地
」
、
「
学

歴
」
、
「
現
住
所
」
の
五
つ
で
あ
る
。
「
職
業
」
は
原
則
と
し
て
一
人
一
職
業

と
し
、
二
以
上
の
職
業
を
兼
ね
て
い
る
場
合
は
主
た
る
職
業
を
と
っ
た
。
職

業
の
区
分
に
お
い
て

「
公
務
員
」
は
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
ほ

か
、
公
共
企
業
体
等
の
職
員
を
含
ん
で
お
り
、

「
大
企
業
」
と
は
金
融
機
関

と
マ
ス
・
コ
ミ
関
係
(
報
道
機
関
)
を
除
い
た
私
企
業
の
う
ち
東
京
証
券
取

引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
会
社
を
い
い
、

「
中
小
企
業
」
と
は
そ
れ
以
外
の

会
社
を
指
し
て
い
る
。
「
専
門
職
」
に
は
、

医
師
、

弁
護
士
、
公
認
会
計
士

北法32c1・242)242 



等
の
ほ
か
、
画
家
、
音
楽
家
等
専
門
的
技
能
を
有
す
る
自
由
業
者
を
含
ん
で

「
そ
の
他
」
と
は
各
種
団
体
(
経
営
者
団
体
、
福
祉
団
体
、
文
化
団

い
る
。

体
な
ど
)
の
役
員
の
ほ
か
個
人
と
し
て
業
績
、
功
労
の
あ
っ
た
人
や
芸
能
人

な
ど
他
に
分
類
さ
れ
な
い
職
業
の
総
称
で
あ
る
。

「
出
身
地
」
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
出
生
地
を
用
い
た
。
一
九
五
七

年
の
「
人
名
録
」
に
は
全
て
出
生
地
の
記
載
が
あ
る
が
、

一
九
七
二
年
で
は

全
体
の
八
分
の
一
ほ
ど
が
本
籍
地
の
記
載
し
か
な
く
、
こ
れ
ら
の
う
ち
他
の

人
名
辞
典
類
を
参
照
し
た
り
、
直
接
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
も
出
生
地
が

不
明
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
代
わ
り
に
本
籍
地
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

本
籍
地
は
い
う
ま
で
も
な
く
必
ず
し
も
出
生
地
と
同
一
で
は
な
い
。
本
人
の

出
生
以
前
に
そ
の
家
族
が
本
籍
地
を
離
れ
た
場
合
で
も
、

一
般
に
旧
く
か
ら

住
ん
で
い
た
土
地
を
本
籍
地
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
近
代
に
お
い
て
は
農
村

札幌市における有力者の変遷

か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
籍
地
に
よ
る
分
類

は
農
村
部
出
身
者
を
過
大
に
見
積
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
本

籍
地
で
分
析
す
る
数
は
二

O
人
で
、
一
九
七
二
年
の
「
有
力
者
」
全
体
の
二

%
弱
に
過
ぎ
ず
、
出
生
地
と
本
籍
地
が
同
一
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら

い
っ
て
、
分
析
結
果
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

「
学
歴
」
に
お
け
る
区
分
は
お
お
む
ね
国
勢
調
査
に
お
け
る
「
最
終
卒
業

学
校
」
の
区
分
に
従
っ
た
。

「
現
住
所
」
に
つ
い
て
は
、
札
幌
市
の
区
制
施
行
以
前
の
年
次
に
お
け
る

区
別
人
口
及
び
市
域
の
拡
大
以
前
の
人
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
制
施
行
以
後
の

区
及
び
現
在
の
市
域
を
基
準
と
す
る
組
替
人
口
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

第
一
章

職

業

前
述
し
た
よ
う
に
掲
載
基
準
の
設
定
が
職
業
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
い

る
た
め
、

寸
有
力
者
」
が
ど
の
よ
う
な
職
業
に
多
い
か
を
そ
れ
自
体
と
し
て

分
析
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
あ
っ

て
も
「
基
準
」
そ
の
も
の
は
年
ご
と
の
根
本
的
な
変
化
は
な
い
か
ら
、
こ
う

し
た
基
準
に
よ
っ
て
見
た
場
合
に
も
「
有
力
者
」
の
職
業
分
布
の
変
化
を
見

る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
表
は
一
九
五
七
年
及
び
一
九
七
二
年
に
お
け
る
「
有
力
者
」
を
そ
れ

ぞ
れ
大
き
く
五
つ
の
職
業
分
野
に
分
類
し
、
そ
の
構
成
比
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

A
I
「
教
育
職
・
宗
教
職
・
専
門
職
」
は
大
学
教
授
、
そ
の
他
の
教

職
、
学
校
関
係
者
、
宗
教
家
、
専
門
職
か
ら
成
り
、

B
l
「
公
務
員
」
は
国

家
及
び
地
方
公
務
員
の
他
、
公
共
企
業
体
等
職
員
を
含
ん
で
い
る
。

c
i

「
私
企
業
」
は
一
般
会
社
の
他
、

マ
ス
・
コ
ミ
関
係
及
び
金
融
機
関
、

D
i

「
政
治
家
」
は
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
自
治
体
の
首
長
、
政
党

北法32c1・243)243 
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1972 
(%) ，...-/1  

A 345 38.2 614 38.9 

B 141 15.6 238 15.0 

C 320 35.4 585 37.0 

D 27 3.0 34 2. 1 

E 70 7.8 111 7.0 

第 1表

1957 
(%)1 

ハU
-
nu 
n
u
 

唱
E
A

の
400
 

…
 

-
q
d
 
nu 
n
y
 

の
役
員
か
ら
成
り
、

E
l
「
そ
の

他
」
は

A
J
D
に
分
類
さ
れ
な
い
職

業
分
野
で
農
林
・
漁
業
団
体
、
労
働

組
合
、
そ
の
他
の
各
種
団
体
役
員
、

文
化
・
芸
能
関
係
者
等
が
含
ま
れ
て

いヲ
hv
。

To~ 

こ
れ
ら
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
聞
の

比
率
は
一
九
五
七
年
を
見
る
と
、

A

l
「
教
育
職
・
宗
教
職
・
専
門
職
」
が

最
も
大
き
く
、
一
一
番
目
が

C
l
「
私
企
業
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者

の
比
率
に
大
差
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
三
分
の
ご
強
で
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と

全
体
の
四
分
の
コ
一
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
に
次
い
で
大
き
な
比
率
を
占
め
る
の

は
B
l
「
公
務
員
」
で
あ
り
、

D
l
「
政
治
家
」
の
比
率
が
最
も
小
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
聞
の
比
率
は
一
五
年
後
の
一
九
七
二
年
に
お
い
て

も
、
多
少
の
増
減
は
あ
る
に
せ
よ
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

A
l
「
教
育
職
・
宗
教
職
・
専
門
職
」
に
つ
い
て
の
内
訳
を

見
る
と
、
大
学
教
授
以
外
の
職
業
を
合
わ
せ
て
も
グ
ル
ー
プ
全
体
の
わ
ず
か

の
部
分
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
(
一
九
五
七
年
は
一
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

九
七
二
年
で
は
九
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
〉
、
両
年
と
も
大
半
が
大
学
教
授
で
占

1972 
(%) 

91. 0 

9.0 

nu 
nu 
nu 

苛
ム

必斗・
4
E
A
 

au 

め
ら
れ
て
お
り
(
第
二
表
)
、
し
か
も
「
有

北法32(1・244)244 

力
者
」
全
体
に
対
す
る
比
率
も
一
九
五
七
年

が
三
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
九
七
二
年
に

は
三
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
大
き
な

割
合
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
学
教
授
は
対
象
全
体
に
対

す
る
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
、
し
か
も
分
析
結

果
が
集
団
と
し
て
比
較
的
同
質
で
固
有
な
性

格
を
示
す
た
め
(
学
歴
の
分
析
に
お
い
て
は

特
に
そ
う
で
あ
る
J
、
以
後
の
分
析
で
は
対
象
か
ら
除
外
し
、
特
に
必
要
な

1972 
(%) 

A 51 8.4 55 5.4 

B 141 23.2 238 23.3 

C 320 52.5 585 57. 1 

D 27 4.4 34 3.3 

E 70 11.5 111 10.9 

第3表

1957 
(%)1 

円
υ

• nu 
A
U
 

噌ム
ハ〈

υ
内

4-巾nu ハuv'A 
-
A
W
M
 

n
u
 

p
n》

場
合
に
限
っ
て
大
学
教
授
を
も
含
め

た
数
に
よ
る
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と

に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
後
単
に

「
有
力
者
」
と
い
う
場
合
に
は
大
学

教
授
を
除
い
た
対
象
全
体
を
指
す
も

の
と
す
る
。

大
学
教
授
を
除
い
た
場
合
の
一
九

五
七
年
と
一
九
七
二
年
の
構
成
比
を

示
し
た
も
の
が
第
三
表
で
あ
る
。
五



(%) 
1972 

A 51 8.4 55 5.4 

教 育 職 11 1.8 16 1.6 

'万'"て" 教 職 13 2.1 2 0.2 

専 F可 職 27 4.5 37 3.6 

B 23.2 238 23.3 

国・公共企業体 109 17.9 151 14.8 

北海道 26 4.3 63 6.2 

札幌市 6 1.0 24 2.3 

C 320 52.5 585 57. 1 

金融関係 68 11. 2 91 8.9 

マス コ 、、、 26 4.3 39 3.8 

大 以Aニ 業 80 13.1 76 7.4 

中小企業 146 23.9 379 37.0 

D i 27 4.4 34 3.3 

議員・首長 23 3. 7 28 2.7 

政党関係 4 0.7 6 0.6 

E 70 11. 5 111 10.9 

農・漁業団体 7 1.1 31 3.0 

労働組合 11 1.8 22 2.2 

その他の団体 34 5.6 27 2.7 

そ の 他 18 3.0 31 3.0 

第4表

「有力者」の職業分野別構成

l ml  (%)1 

札幌市における有力者の変遷

つ
の
職
業
分
野
の
聞
の
比
率
は
一
五
年
経
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
こ

の
う
ち
、
特
に
目
立
っ
た
変
化
を
示
し
て

n
u
 -

A
け

u
n
U
 

噌

E
ゐ

い
る
分
野
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

「
公
務
員
」
の
分
野
で
は
全
体

と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い

ま
ず
、

n
d
 

q
4
 

n
u
 

唱

A

が
、
そ
の
内
部
構
成
は
か
な
り
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
公
務
員
及

nu 
nu 
nu 

司
E
A

び
公
共
企
業
体
職
員
の
比
率
が
減
少
し
、

代
わ
っ
て
地
方
公
務
員
北
海
道
及
び
札

幌
市
の
職
員
|
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る

n
y
 
nu 

F
n
v
 

」
と
が
わ
か
る
。
地
方
公
務
員
の
う
ち
で

も
札
幌
市
職
員
の
増
加
が
目
立
ち
、
比
率

で
二
倍
強
、
実
数
に
お
い
て
は
六
人
か
ら

Tota! 

二
四
人
へ
と
四
倍
の
伸
び
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
札
幌
市
が
一
九
七
二
年
に
政

と
は
第
一
表
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、

「
私
企
業
」
が
や
や
増
加
し

区
制
の
施
行
に
よ
り
区
長
職
(
局
長
と
同
等
職
〉
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
主

令
指
定
都
市
へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、

北法32(1・245)245 

な
直
接
の
原
因
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
こ
の
一
五
年
間
に
お
け
る
都

て
お
り
、
「
教
育
職
・
宗
教
職
・
専
門
職
」
が
減
少
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

」
れ
を
よ
り
細
か
な
項
目
に
分
け
て
見
る
と
第
四
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ

市
全
体
の
規
模
の
拡
張
に
伴
い
地
方
自
治
体
と
し
て
の
機
能
が
増
大
し
た
こ

(
2
)
 

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。



「
私
企
業
」
で
は
「
中
小
企
業
」
が
両
年
を
通
じ
て
最
も
大
き
な
比
率
を

研究ノ『ト

示
し
て
お
り
、
し
か
も
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
二
四
・

0

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
七
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。

小
企
業
」
以
外
の
私
企
業
の
比
率
が
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
の
で
「
私
企

業
」
全
体
の
比
率
の
増
加
の
原
因
は
「
中
小
企
業
」
が
増
加
し
た
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
地
元
(
道
内
)

資
本
の
比
重
と
の
関
係
で
考
え
て
み
た
い
。

第
五
表
は
地
元
(
道
内
)
企
業
が
「
私
企
業
」
全
体
、

第5表

道内(地元〉企業の占める割合

11 195附 7!"
〈男μ6の)1 (%百の〕

99.5 

85.1 私企業全体

中小企業

中小企業以外の
私企業

「
中
小
企
業
」
及

58.7 

び
「
中
小
企
業
以
外
の
私
企
業
」
の
そ

れ
ぞ
れ
に
占
め
る
割
合
を
一
九
五
七
年

と
一
九
七
二
年
に
つ
い
て
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
ど
の
場
合
に

お
い
て
も
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七

年
に
か
け
て
道
内
企
業
の
比
率
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
「
中

小
企
業
」
は
「
中
小
企
業
以
外
の
私
企

業
」
に
比
べ
て
道
内
企
業
の
比
率
が
大

二き
年く

至ま
っ Tこ
て増
は加
九率
九も
高
五い

セ

ン

一
九
七

ト
と
「
中
小
企
業
」
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
地
元
の
企
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

「中

233 

こ
と
か
ら
、
「
私
企
業
」
全
体
に
お
け
る
「
中
小
企
業
」

257 

は
地
元
企
業
の
比
率
の
増
加
の
表
わ
れ
で
は
な
い

第6表

11聞い9721増加分
中小企業全体

の
割
合
の
増
加

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
確
か
め
る
た
め

九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
の
「
中
小

企
業
」
の
増
加
分
の
う
ち
道
内
企
業
が
ど
の
程
度

の
比
重
を
占
め
て
い
る
か
を
見
る
と
第
六
表
の
よ

う
に
な
る
。
「
中
小
企
業
」
全
体
で
二
三
三
人
増

道内中小企業

え
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
道
内
企
業
の
増
加
は
そ

れ
を
上
ま
わ
る
二
五
七
人
で
あ
り
、
道
外
資
本
の

「
中
小
企
業
」
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
「
私
企
業
」
全
体
に
お
け
る
地
元
企
業
の
比
重

の
増
大
が
「
中
小
企
業
」
の
増
加
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
札
幌
市
に
お
け
る
有
力
者
」
の
職
業
構
成
の
変
化
に
つ
い
て
は
お
お
よ

そ
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

大
き
く
五
つ
の
職
業
分
野
に
分
け
た
場
合
に
は
構
成
比
の
変
化
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

「
公
務
員
」
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
体
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
札
幌
市
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
都
市
規
模
の
拡

北法32(1・246)246 



大
に
伴
う
自
治
体
行
政
組
織
の
機
能
の
増
大
が
背
景
に
あ
る
。

「
私
企
業
」
に
つ
い
て
は
、
「
中
小
企
業
」
の
比
率
が
か
な
り
増
加
し

て
お
り
、
こ
れ
は
地
元
(
道
内
)
企
業
の
増
加
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。第

二
章

年

齢

第
七
表
は
一
九
五
七
年
及
び
一
九
七
二
年
に
お
け
る
「
有
力
者
」
の
年
齢

別
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
大
き
い
比
率
に
な
っ
て
い
る
年
齢
層

札幌市における有力者の変遷

第7表
「有力者」の年齢別分布

i m7lm  (%)1 (%) 

90-94 3 0.3 

85-89 5 0.5 

80-84 1 0.2 10 1.0 

75-79 5 0.8 25 2.4 

7ひー74 21 3.4 53 5.2 

65-69 37 6.1 101 9.9 

60-64 56 9.2 131 12.8 

55-59 111 18.2 234 22.9 

50-54 171 28.1 199 19.4 

45-49 119 19.6 170 16.6 

40-44 55 9.0 61 6.0 

35-39 24 3.9 26 2.5 

30-34 8 1.3 3 0.3 

25-29 2 0.2 

20-24 1 0.2 

は
一
九
五
七
年
で
は
五
O
|
五
四
歳
で
あ
る
。

九
歳
に
最
も
高
率
と
な
り
、

一
九
七
二
年
で
は
豆
五
|
五

一
九
五
七
年
に
比
べ
て
ピ

1
ク
の
年
齢
層
が
よ

り
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ピ
ー
グ
の
年
齢
層
の
全
体
に
対
す
る
比
率
を

見
る
と
一
九
五
七
年
が
二
八
・
一
バ

l
セ
シ
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、

一
九
七

二
年
は
二
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
布
状
態
を
よ

100.0 

第1図

100. 0 I 1023 I 6091 Total 11 

「有力者」の年齢構成

一一一 57年
ーー園田 72年

90 (歳)
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20 

(%) 

30 

25 

20 

10 

15 

5 

り
わ
か
り
易
く
グ
ラ
フ
に
表
わ
す
と
第
一
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
年
齢

(
各
年
齢
層
の
平
均
値
)
を
横
軸
に
、
各
年
齢
層
の
比
率
を
縦
軸
に
と
っ
て



研究ノート

-
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
と
に
つ
い
て
度
数
多
角
形
で
表
わ
し
た
も
か
で

あ
る
。
両
年
と
も
だ
い
た
い
に
お
い
て
相
称
的
で
、
中
央
部
が
高
く
、
周
辺

へ
行
く
ほ
ど
低
く
な
る
正
規
分
布
曲
線
に
近
い
形
を
し
て
い
る
。
一
九
五
七

年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
二
つ
の
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
-
つ
は

全
体
的
に
グ
ラ
フ
が
右
方
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
年
齢
が
全
体
と

し
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
一
九
七
二
年
の
グ
ラ
フ
の

ピ
ー
ク
が
一
九
五
七
年
の
そ
れ
に
比
べ
て
低
く
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
分
布
状
態
が
よ
り
分
散
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
以
下
、
こ
の
二
点
を
主
に
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、

「
有
力
者
」
の
全
体
と
し
て
の
高
齢
化
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

両
年
の
間
の
平
均
年
齢
の
推
移
を
見
る
こ
と
で
一
層
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ

う
。
第
二
図
は
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
至
る
一
五
年
間
に
お
け
る

「
有
力
者
」
の
平
均
年
齢
の
推
移
を
一
年
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
た
だ
し
、
一
九
五
八
年
|
一
九
七
一
年
に
つ
い
て
は
対
象
者
全
体
の
三
分

の
一
の
無
作
為
抽
出
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
J
こ
れ
に
よ
る
と
多
少
の

変
動
は
あ
っ
て
も
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
確
実
に
平
均
年
齢
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
何
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
図

を
再
度
注
意
し
て
一
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
の
分
布
状
態
を
比
較
す
る

と
、
興
味
深
い
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

一
九
五
七
年
で

第2図

「有力者」の平均年齢の推移

{歳)l:

ピ
ー
ク
に
あ
っ
た
五

O
l五
四
歳
の
比
率
が
一
九
七
二
年
で
は
目
立
っ
て
滅

53.0 

52.0 
L 
T 
57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69初 7172 (年)

56.0 

55.0 

54.0 

少
し
、
代
わ
り
に
六
五

l
六
九
歳
の
比
率
が
一
九
五
七
年
に
比
べ
て
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
の
年
齢
層
の
聞
が
一
五

一
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
の
一
五
年
間
に

歳
の
聞
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

わ
た
っ
て
「
有
力
者
」
と
し
て
の
地
位
を
保
持
し
て
い
た
人
々
が
そ
の
年
齢

層
を
中
心
に
存
在
し
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
両
年

度
に
お
い
て
と
も
に
「
有
力
者
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
々
を
取
り
出
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し
て
み
る
と
一

O
四
人
お
り
、
こ
れ
ら
の
年
齢
分
布
を
調
べ
て
み
る
と
一
九

五
七
年
で
は
推
測
ど
お
り
五

O
i五
四
歳
の
年
齢
層
が
最
も
比
率
が
高
く

(
二
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
こ
の
年
齢
層
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
Q

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
一
九
七
二
年
で
は
分
布
状
態
は

そ
の
ま
ま
で
年
齢
が
一
九
歳
上
昇
し
、
六
五
|
六
九
歳
の
年
齢
層
が
ピ

I
ク

と
な
る
Q

こ
の
新
旧
交
代
の
行
わ
れ
な
か
っ
た
人
々
の
グ
ル
ー
プ
を
除
い
た
場
合
に

札幌市における有力者の変遷

第3図

両年度にわたって現われる者を除いた場合

一一一 57年
ー一一ー 72年

90 (歳)70 60 50 40 30 
= 
20 

M
m
お

10 

20 

5 

15 

つ
い
て
、
そ
の
年
齢
別
分
布
を
グ
ラ
フ
に
表
わ
す
と
第
三
図
の
よ
う
に
な

る。こ
れ
を
見
る
と
、
ピ

l
ク
の
年
齢
層
及
び
グ
ラ
フ
全
体
が
右
方
に
ず
れ
て
い

る
こ
と
、
つ
ま
り
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
が
、
前
述
し
た
分

布
上
の
相
違
が
か
な
り
の
程
度
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を

平
均
年
齢
に
つ
い
て
み
た
場
合
、

一
九
五
七
年
が
五
三
・

O
歳
で
、

九
七

二
年
は
五
五
・

O
歳
と
な
り
、
上
昇
分
は
二
・

O
歳
で
あ
る
。
こ
れ
と
「
有

力
者
」
全
体
の
平
均
年
齢
上
昇
分
を
比
較
す
る
と
、
「
有
力
者
」
全
体
で
は

第
二
図
で
示
し
た
よ
う
に
一
五
年
間
で
五
三
・

O
歳
か
ら
五
六
・
三
歳
へ
と

ご
了
三
歳
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
前
者
が
か
な
り
の
程
度
小
さ
な
数
字
で
あ

る
こ
と
が
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

一
五
年
間
に
新
旧
の
焚
代
の
な

さ
れ
な
か
っ
た
人
止
の
存
在
が
、
全
体
と
し
て
の
高
齢
化
の
主
な
原
因
の
一

因
と
考
え
て
よ
い
と
恩
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
考
え
ら
れ
る
原
因
と
し
て
は
平

均
寿
命
の
伸
長
に
伴
う
社
会
全
体
の
高
齢
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
有

カ
者
」
に
お
い
て
も
高
年
齢
層
の
占
め
る
率
が
高
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、

新
旧
交
代
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
「
有
力
者
」

の
年
齢
別
分
布
が
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に

か
け
て
散
ら
ば
り
の
度
合
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
よ
り
明
確
に
示
す
た
め
統
計
学
で
用
い
る
「
分
散
」
と
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い
う
数
値
を
用
い
て
表
わ
す
と
一
九
五
七
年
は
七
六
・
五
で
あ
り
、

一
九
七

二
年
は
九
六
・
七
と
な
る
。
数
値
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
散
ら
ば
り
の
度
合
が

一
九
七
二
年
は
一
九
五
七
年
に
比
べ
て
相

当
程
度
の
分
散
化
(
数
値
で
二

0
・
二
)
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
分
散

の
し
か
た
で
特
徴
が
な
い
か
と
、
も
う
一
度
第
一
一
凶
の
七
二
年
の
グ
ラ
フ
を

大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、

見
る
と
五
七
年
に
比
べ
て
五

O
l五
四
歳
の
年
齢
層
を
中
心
に
比
率
が
小
さ

く
な
っ
て
お
り
、
六
五
i
六
九
歳
の
年
齢
層
を
中
心
に
大
き
く
な
っ
て
い
る

の
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
高
齢
化
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
一
五
年
間
に

わ
た
っ
て
「
有
力
者
」
で
あ
っ
た
人
々
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
比

較
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
人
々
を
除
い
て
「
分
散
」
を
求
め
る
と
一
九
五
七
年

は
七
四
・
五
で
、

一
九
七
二
年
は
八
一
・
七
と
な
り
分
散
化
の
程
度
は
数
値

で
七
・
ニ
と
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
有
力
者
全
体
」
に
お
け
る
こ

0
・二

と
比
較
す
れ
ば
、
分
散
化
の
現
象
に
つ
い
て
も
「
高
齢
化
」
の
一
因
と
思
わ

れ
る
新
旧
交
代
の
な
さ
れ
て
い
な
い
人
々
の
存
在
を
原
因
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ま
で
、

「
有
力
者
」
に
お
け
る
年
齢
構
成
の
変
化
に
つ
い
て
、
そ
の

態
様
を
グ
ラ
フ
に
表
わ
れ
た
こ
、
三
の
特
徴
を
手
が
か
り
に
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
新
旧
の
世
代
交
代
の
な
い
集
団
の
存
在
に
起
因
す
る
も

の
と
し
て
説
明
し
て
き
た
。
し
か
し
、
新
旧
交
代
の
不
徹
底
さ
を
指
摘
す
る

だ
け
で
は
十
分
に
説
明
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
別
の
角
度

か
ら
新
た
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

前
章
に
お
け
る
職
業
別
分
布
の
変
遷
の
分
析
の
結
果
、

一
九
五
七
年
か
ら

一
九
七
二
年
に
か
け
て
主
と
し
て
行
政
及
び
経
済
面
で
の
地
元
(
道
内
)
勢

の
進
出
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
と
同
様
の
現
象
が
年
齢
構
成
に

つ
い
て
も
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
職
業
構
成
の
変
化
と
年
齢
構

成
の
変
化
と
の
聞
に
は
ど
の
よ
う
な
形
の
関
連
性
が
あ
る
の
か
が
こ
こ
で
問

題
と
な
る
。

分
析
に
入
る
予
備
段
階
と
し
て
、
ま
ず
地
方
中
核
都
市
と
し
て
の
札
幌
市

の
立
地
及
び
沿
革
上
の
特
性
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

札
幌
市
は
明
治
二
年
北
海
道
開
拓
の
拠
点
と
し
て
開
拓
使
が
置
か
れ
る
こ

と
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
行
政
都
市
と
し
て
誕
生

し
、
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
道
都
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
い

う
歴
史
的
経
緯
を
も
っ
て
い
る
。
加
え
て
北
海
道
と
い
う
後
発
地
域
の
開
拓

事
業
が
明
治
政
府
に
よ
っ
て
国
策
と
し
て
強
力
に
推
進
さ
れ
て
以
来
、
き
わ

め
て
強
い
宮
(
中
央
)
主
導
的
色
彩
を
も
っ
て
行
政
が
展
開
さ
れ
、
現
在
に

お
い
て
も
北
海
道
開
発
庁
及
び
そ
の
地
方
部
局
と
し
て
の
北
海
道
開
発
局
の

存
在
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
官
〈
中
央
)
依
存
的
傾
向
は
根
本
的
に
変
化
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
経
済
面
に
お
い
て
は
、
道
内
に
お
け
る
物
資
の
集
散
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地
、
す
な
わ
ち
流
通
の
拠
点
で
あ
る
た
め
、
し
ば
し
ば
「
支
庖
経
済
」
と
い

う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
道
外
(
ほ
と
ん
ど
が
東
京
〉
資
本
の
支
庖
・

出
張
所
等
が
多
く
進
出
し
て
お
り
、
第
三
次
産
業
中
心
の
経
済
構
造
を
も
っ

て
い
る
。

以
上
に
述
べ
た
札
幌
市
の
行
政
面
と
経
済
面
に
お
け
る
中
央
と
の
結
び
つ

き
の
強
さ
と
い
う
特
性
は
、
国
の
出
先
機
関
と
道
外
企
業
の
支
庖
・
出
張
所

札幌市における有力者の変遷

の
数
に
も
表
わ
れ
て
い
る
が
、
当
然
、
札
幌
市
の
「
有
力
者
」
層
の
構
成
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
今
、
こ
こ
に
大
ざ
っ
ぱ
に
二
つ
の

「
有
力
者
」
の
型
を
想
定
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
一
つ
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
い

わ
ゆ
る
「
地
元
定
着
型
」
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
主
に
行
政
面
に
お
け
る

地
方
自
治
体
の
幹
部
職
員
、
経
済
面
に
お
け
る
道
内
企
業
の
経
営
者
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
、
地
域
社
会
と
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ

る
。
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
は
、
「
地
元
定
着
型
」
に
対
し
ご
時
滞
在
型
」

と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
一
国
の
出
先
機
関
の
長
や
道
外
企
業
の
支
底
長
等
が

こ
れ
を
代
表
し
、
中
央
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
「
有
力
者
」
の
地
位
を
保

持
し
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ
り
、
前
述
し
た
札
幌
市
の
性
格
を
反
映
し
て
無
視

し
得
な
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
タ
イ
プ
は
人
的
流
動
性
に
お
い
て
異
っ
て
お
り
、
「
地

元
定
着
型
」
は
世
代
の
交
代
が
人
的
交
代
の
主
要
な
契
機
と
考
え
ら
れ
、
流

動
性
は
小
さ
い
の
に
対
し
、
「
一
時
滞
在
型
」
は
人
事
異
動
に
伴
う
転
出
入

が
交
代
の
原
因
で
あ
り
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
は
比
較
的
短
期
間
(
通
常
は
長
く

て
も
四
、
五
年
)
で
あ
る
た
め
、
人
的
流
動
性
は
か
な
り
大
き
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
は
そ
の
年
齢
構
成
の
変
化
l
こ
こ
で
は
分
析

時
点
間
の
一
玄
年
間
の
変
化
ー
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
態
様
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
地
元
定
着
型
」
の
タ
イ
プ
は

前
段
に
お
い
て
指
摘
し
た
一
五
年
間
新
旧
交
代
の
な
か
っ
た
人
々
の
存
在
に

よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
五
年
間
と
い
う
期
間
で
は
新
旧
の
交
代
が

行
わ
れ
難
く
、
こ
の
結
果
高
齢
化
現
象
が
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
反
し

て
、
「
一
時
滞
在
型
」
の
タ
イ
プ
は
国
の
出
先
機
関
の
長
、
道
外
企
業
の
支

庖
長
等
、
「
有
力
者
」
と
し
て
の
地
位
が
組
織
に
お
け
る
昇
進
の
一
階
梯
に

過
ぎ
な
い
場
合
が
多
く
、
比
較
的
短
期
間
で
入
れ
替
わ
り
、
し
か
も
、
年
齢

に
つ
い
て
は
前
任
者
と
同
年
代
で
あ
る
た
め
、
年
齢
構
成
上
で
は
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
い
と
予
測
さ
れ
る
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
が
ら
を
念
頭
に
置
い
て
、

「
有
力
者
」
の
二
つ
の
タ

イ
プ
に
つ
い
て
数
量
的
分
析
を
行
い
、
年
齢
構
成
の
変
化
と
の
関
係
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

第
八
表
は
「
有
力
者
」
全
体
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
の
占
め
る

割
合
を
一
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
と
に
つ
い
て
表
わ
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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1957 1972 

人 % 人 % 
「地元定着型」 378 62. 1 783 76.5 

一 一
「一時滞在型」 231 37.9 240 23.5 

一
「有力者」全体 609 100.0 1023 100.0 

第8表

両
年
度
を
通
じ
て
「
地
元
定
着
型
」
の

グ
ル
ー
プ
が
六
割
以
上
を
占
め
量
的
に

優
勢
を
保
っ
て
お
り
、

一
五
年
間
の
変

化
を
見
た
場
合
に
も
六
二
・
一
パ

l
セ

ン
ト
か
ら
七
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と

一
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
、
「
職
業
」

の
章
で
述
べ
た
道
内
(
地
元
)
勢
の
進

出
を
反
映
し
て
い
る
。
次
に
、
こ
れ
ら

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
年
齢
構
成
と
そ
の

変
化
を
見
て
み
よ
う
。
第
四
図
と
第
五

図
は
そ
れ
ぞ
れ
「
地
元
定
着
型
」
と

あ
る
。
「
地
元
定
着
型
」

構
成
を
一
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
た
、
も
の
で

「
一
時
滞
在
型
」
の
グ
ル
ー
プ
の
年
齢

に
あ
っ
て
は
年
齢
層
の
ピ

I
ク
が
一
五
年
間
で
五

O
歳
代
前
半
か
ら
五

O
歳
代
後
半
に
移
行
し
、
グ
ラ
フ
全
体
も
ま
た
右
方
、

す
な
わ
ち
高
い
年
齢
の
方
向
に
ず
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
高
齢
化
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
(
第
四
図
〉
。
こ
れ
に
対
し
「
一
時
滞
在
型
」
の
グ
ラ
フ

(
第
五
図
)
で
は
ピ
l
ク
の
年
齢
層
こ
そ
変
動
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
の
年

に
お
い
て
も
四

O
歳
代
後
半
か
ら
五

O
歳
代
後
半
に
集
中
し
て
お
り
、

第4図

「地元定着型」
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年
聞
に
お
け
る
変
化
は
こ
の
点
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ち
な
み
に
、

四
五
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
年
齢
層
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
一
九
五
七
年

一
九
七
二
年
で
は
七
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
ど
ち
ら
も
全
体
の
四
分
の
三
以
上
が
こ
の
年
代
に
集
中
し
て
い
る
。

で
は
七
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

以
上
の
こ
と
は
平
均
年
齢
と
そ
の
推
移
を
見
る
こ
と
で
一
一
層
は
っ
き
り
す

一
五

る
。
第
九
表
は
「
地
元
定
着
型
」
グ
ル
ー
プ
と
ご
時
滞
在
型
」
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
「
有
力
者
」
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
年
齢
を
一
九
五
七
年
と
一
九

北法32(1・252)252 
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第5図

「一時滞在型」
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札幌市における有力者の変遷

七
二
年
に
つ
い
て
調
ベ
、
そ
の
変
化
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
「
地
元
定
着
型
」

の
平
均
年
齢
は
い
ず
れ
の
年
も
ご
時
滞
在
型
」
及
び
「
有
力
者
」
全
体
に

一
五
年
間
に
お
い
て
三
・
三
歳
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反

比
べ
て
高
く
、

し
「
一
時
滞
在
型
」
で
は
常
に
「
地
元
定
着
型
」
及
び
「
有
力
者
」
全
体
に

比
べ
て
平
均
年
齢
が
低
く
、
一
五
年
間
の
上
昇
分
は

0
・
五
歳
で
ほ
と
ん
ど

変
化
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
「
一
時
滞
在
型
」
グ
ル
ー

プ
は
平
均
年
齢
の
変
化
が
ほ
と
ん
ど
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
有
力
者
」

第g表

減

全
体
の
平
均
年
齢
が
「
地
元
定
着
型
」
グ

ル
ー
プ
の
そ
れ
の
上
昇
。
分
と
同
じ
三
・
三
歳

も
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
明

と
し
て
は
、
比
較
的
高
年
齢
層
を
中
心
と

し
、
一
五
年
間
で
高
齢
化
現
象
の
み
ら
れ
る

「
地
元
定
着
型
」
グ
ル
ー
プ
が
第
八
表
で
見

た
よ
う
に
比
率
に
お
い
て
増
加
し
、
逆
に
若

い
年
代
を
中
心
と
し
、

一
五
年
間
に
お
い
て

も
そ
の
年
齢
構
成
に
ほ
と
ん
ど
変
化
の
み
ら

れ
な
い
「
一
時
滞
在
型
」
グ
ル
ー
プ
の
比
率

が
減
少
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で

一
九
五
七
年
に
お
け
る
こ
っ

の
グ
ル
ー
プ
の
全
体
に
対
す
る
比
率
が
一
九
七
二
年
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な

い
と
仮
定
し
た
場
合
の
「
有
カ
者
」
全
体
の
平
均
年
齢
を
算
出
し
て
み
る
と
、

五
五
・
二
歳
と
な
り
、
上
昇
分
は
ニ
・
二
歳
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
際
の
上
昇

分
の
コ
了
三
歳
と
比
べ
る
と
一
歳
以
上
低
く
、
「
地
元
定
着
型
」
グ
ル
ー
プ

の
比
率
の
増
加
が
「
有
力
者
」
全
体
の
平
均
年
齢
の
上
昇
の
か
な
り
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
札
幌
市
の
有
力
者
」
の
年
齢
構
成
及
び
そ
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
の
一
一
一

点
に
要
約
さ
れ
る
。

北法32(1・253)253 
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一
五
年
間
に
お
け
る
「
有
力
者
」
の
年
齢
構
成
の
変
化
を
見
た
場

合
、
全
体
と
し
て
の
高
齢
化
と
分
散
化
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
一
因
と
し
て

一
五
年
間
「
有
力
者
」
で
あ
っ
た
人
々
、
す
な
わ
ち
一
五
年
間
に
お
い
て
新

旧
交
代
の
行
わ
れ
な
か
っ
た
集
団
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
有
力
者
」
の
タ
イ
プ
と
し
て
「
地
元
定
着
型
」
と
「
一
時
滞
在
型
」

の
二
つ
の
タ
イ
プ
を
想
定
し
、
「
有
力
者
」
全
体
を
タ
イ
プ
別
に
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
年
齢
構
成
上
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

付
「
地
元
定
着
型
」
グ
ル
ー
プ
は
平
均
年
齢
が
高
く
、
時
間
的
変
化
と
し

て
高
齢
化
現
象
が
見
ら
れ
る
。

∞
「
一
時
滞
在
型
」
グ
ル
ー
プ
は
平
均
年
齢
が
低
く
、
四

O
歳
代
後
半
か

ら
五

O
歳
代
後
半
に
か
け
て
の
年
齢
層
に
集
中
し
て
お
り
、
年
齢
構
成

上
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

「
有
力
者
」
全
体
の
高
齢
化
に
つ
い
て
は
そ
の
原
因
と
し
て
、
新
旧

安
代
の
不
徹
底
さ
の
ほ
か
に
「
地
元
定
着
型
」
グ
ル
ー
プ
の
増
加
|
地
元

(
道
内
〉
勢
の
進
出
ー
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る。

第
三
章

出

身

地

「
札
幌
市
の
有
力
者
」
の
出
身
地

l
出
生
地

l
に
つ
い
て
は
、
地
元
出
身

者
(
道
内
出
身
者
を
指
す
〉
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と

は
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
か
を
ま
ず
調
べ

て
み
た
い
。

第10表

道内出身者と道外出身者の比率

第
一
節

地
元
出
身
者
の
割
合

67.3 

32. 7 

道内

道外

第
十
表
の
左
側
は
「
有
カ
者
」
全
体

に
占
め
る
道
内
出
身
者
の
割
合
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
は

七
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

-
九
七
二
年

で
は
五
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り

の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
比
較
の
た
め

前
章
で
タ
イ
プ
別
に
分
け
た
グ
ル
ー
プ

の
一
方
の
「
地
元
定
着
型
」
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
見
た
場
合
、

一
九
五
七
年
が

北法32(1・254)254 



四
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
「
有
力
者
」
全
体
に
比
べ
て
高
い

一
九
七
二
年
は
六
七
・
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
増
加

比
率
を
示
し
て
い
る
(
第
十
表
右
側
)
。

次
に
道
内
出
身
者
に
限
っ
て
み
た
場
合
、
都
市
部
出
身
と
郡
部
出
身
の
比

率
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

1972 

76.6 

23.4 

100.0 

1957 

N: 225 

都市部

部

Tota! 

郡

第
十
一
表
は
道
内
出
身
者
中
の
都
市
部

出
身
者
と
郡
部
出
身
者
の
割
合
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
が
七

八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
九
七
二
年
は

七
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
減
少
傾
向
を

み
せ
て
は
い
る
が
都
市
部
出
身
者
が
い

ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
高
い
比
率
で
あ

り
、
こ
れ
は
道
内
出
身
者
四
人
の
う
ち
三
人
以
上
が
都
市
部
出
身
者
で
あ
る

，札幌市における有力者の変遷

七
年
で
は
四
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
都
市
部
出
身
者
の
中
で
は
一
九
五

一
九
七
二
年
で
は
五

0
・
八
パ

l
セ
ン

ト
と
約
半
数
ま
で
が
札
幌
市
出
身
者
で
あ
る
。

「
有
力
者
」
の
中
の
「
地
元

定
着
型
」
グ
ル
ー
プ
の
み
を
対
象
と
し
た
場
合
に
も
だ
い
た
い
に
お
い
て
同

じ
結
果
が
で
る
が
、
た
だ
、
道
内
出
身
者
に
占
め
る
札
幌
出
身
者
の
割
合
が

「
有
力
者
」
全
体
の
場
合
に
は
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
ほ

38.9 「有力者」全体

「地元定着型」
グループ

38.7 

と
ん
ど
変
化
が
な
い
の
に
対
し
、
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
減
少
し
て
い
る
(
第
十

二
表
〉
。
道
内
出
身
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
札
幌
市
以
外
の
都
市
部
及
び

郡
部
出
身
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
原

因
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
推
測
に
す

ぎ
な
い
が
、
近
年
に
お
い
て
北
海
道
に
お
け
る
札

幌
市
の
比
重
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
か
つ
て
道
内
の
各
地
に
お
い
て
そ
れ

を
保
持
す
る
こ
と
で
「
有
力
」
で
あ
り
得
た
機
能
的
地
位
を
こ
う
し
た
「
集

権
化
」
に
よ
っ
て
札
幌
市
に
奪
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
札
幌
市
に
お
け
る

「
有
力
者
」
中
の
札
幌
以
外
の
道
内
出
身
者
の
比
率
が
高
ま
っ
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。

第
二
節

都
道
府
県
別
分
布

「
有
力
者
」
の
出
身
地
を
都
道
府
県
別
に
示
し
た
も
の
が
第
十
三
表
で
あ

る
。
北
海
道
を
除
い
て
最
も
多
い
の
は
東
京
都
で
あ
り
、
次
い
で
新
潟
県
が

多
い
。
こ
れ
ら
は
両
年
度
を
通
じ
て
順
位
が
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
次
い

で
多
い
の
は
一
九
五
七
年
で
は
、
富
山
(
一
四
人
)
、
宮
城
(
一
三
人
)
な

北法32(1・255).255 
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第13表

「有力者」の出身地の都道府県別分布

北海道 225 578 京都 12 6 

青森 11 12 大阪 7 10 

岩手 5 6 兵庫 12 20 

宮城 13 12 奈良 2 2 

秋田 12 9 和歌山 4 2 

山形 6 19 鳥取 6 5 

福島 12 16 島根 4 4 

茨城 7 7 岡山 10 9 

栃木 5 7 広島 8 5 

群馬 5 7 山口 6 6 

埼玉 6 4 徳島 4 2 

千葉 4 8 香川 3 2 

東京 49 76 愛媛 9 11 

神奈川 5 12 高知 8 6 

新潟 26 22 福岡 8 9 

富山 14 17 佐賀 3 4 

石川| 9 15 長崎 4 6 

福井 11 5 熊本 8 4 

山梨 7 4 大分 9 4 

長野 9 21 宮崎 1 2 

岐阜 2 4 鹿児島 5 6 

静岡 5 9 沖縄 。 O 
愛知 12 11 

三重 6 3 外地 4 6 

滋賀 6 5 外国i。 3 

つ“勾，
仇
汐
噌

i
ヴ
，
民
υ
口コ
噌

a|
 

ηr
“
 

同
，

e
n
w
d
 

噌

int
 

に

uou 

唱

-
Al
 

ど
で
、

一
九
七
二
年
で
は
、
長
野
公
二
人
〉
、
兵
庫
(
二

O
人
)
、
山
形
(
一

九
人
〉
と
続
く
。
少
な
い
方
で
は
、
沖
縄
が
両
年
度
と
も
一
名
も
お
ら
ず
、

一
九
五
七
年
は
他
に
宮
崎
(
一
人
)
、
岐
阜
(
二
人
)
、
奈
良
(
二
人
)
、
一
九

七
二
年
で
は
和
歌
山
(
二
人
〉
、
香
川
(
二
人
)
、
徳
島
(
二
人
)
、
宮
崎
(
二

人
)
、
奈
良
(
二
人
)
と
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
表
で
は
各
県
の
人

日
比
率
の
差
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
府
県
別
の
厳
密
な
比
較

に
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、

「
有
力
者
」
の
出
身
地
の
県
別
比
率
を
出
生
当
時
の
県
別
人
口

qu 

q
G
 
nu 

噌

iny 
n
U
 

F
O
 a

 
o
 
T
 

比
率
で
割
っ
た
値
を
県
別
人
口
の
差
を
考
慮
し
た
値
と
考
え
、
そ
れ
を
算
出

し
表
に
す
る
と
第
十
四
表
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
出
生
時
期
が
「
有
力

者
」
個
人
に
つ
い
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
各
年
度
に
お
け
る
「
有
力

者
」
の
出
生
年
次
の
平
均
を
出
生
時
と
す
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。
こ
う

一
九
七
二
年

は
一
九
一
六
年
と
な
る
。

す
る
と
一
九
五
七
年
は
平
均
出
生
時
が
一
九

O
四
年
と
な
り
、

一
九
七
二
年
に
つ
い
て
は
最
も
近
い
調
査
年
次
の

統
計
と
し
て
、

に
し
た
が
、

一
九
二

O
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
に
よ
る
値
を
用
い
る
こ
と

一
九
五
七
年
の
「
有
力
者
」
の
平
均
出
生
時
で
あ
る
一
九

O
四

北法32(1・256)256 



第14表

「有力者」の出身地の県別比率を出生当時

の県別人口比率で、割った値

9
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噌
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目Aゐ
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0.42 0.85 0.87 il滋1. 35 

0.26 0.86 都京0.39 0.55 手

城 0.21 0.25 阪

臨

時

大0.69 1. 25 宮

0.48 0.48 丘
(0.55 1. 23 図

形

秋

0.20 

0.60 

0.41 

0.52 重

賀

。，“
勾，
S
A
3
 

噌

i
-
ヴ，Ru 
n
y
 

噌

E

13.51 ，1ー

o. 15 

0.30 

0.33 

0.76 

8.81 道

森

海北

青

岩

0.49 

1. 22 

0.52 

良

和歌山

0.29 !I鳥取

0.3711島

0.37 ¥1岡

根

山

島

奈1. 08 

0.65 

0.57 

0.44 

0.81 

0.48 

0.44 

島

城

木

馬

山

福

群

茨

栃

年
は
国
勢
調
査
の
始
ま
る
前
で
あ
る
た
め
、
県
別
人
口
に
関
す
る
信
用
の
お

け
る
統
計
が
な
く
、
止
む
を
得
ず
こ
れ
に
つ
い
て
も
第
一
回
国
勢
調
査
ハ
一

札幌市における有力者の変遷

九
二

O
年
)
に
お
け
る
値
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
第
十
四
表
を
見
る
と
、

や
は
り
北
海
道
が
両
年
度
に
わ
た
り
き
わ
め
て
高
い
比
率
を
一
示
し
、
道
内
出

身
者
が
全
国
平
均
l
こ
れ
は
定
義
上
一
・

0
0と
な
る
|
に
比
べ
て
一
九
五

七
年
で
八
・
八
倍
、
七
二
年
で
は
一
三
・
五
倍
と
、
地
元
出
身
者
の
比
率
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
道
外
の
府
県
に
つ
い
て
見
る o. 18 

0.32 

0.48 

0.53 

広

口山

徳

0.17 

0.33 

0.42 

0.28 

玉

菜

婿

千

東 0.17 

0.17 

0.17 0.80 1. 36 

0.49 

0.23 

0.33 

0.29 

O. 18 

0.25 0.97 分

崎

0.17 阜岐

静

愛
0.17 o. 15 0.321宮0.30 岡

0.23 0.33 0.32 ;1鹿児島

縄

0.53 知

0.00 

0.55 

0.41 

1. 10 

0.34 

0.42 

0.33 

0.60 

0.00 11 沖

と
、
両
年
度
に
わ
た
っ
て
一
・

O
O以
上
、
す
な
わ
ち
全
国
平
均
以
上
の
比

率
を
示
し
て
い
る
県
は
富
山
県
、
東
京
都
、
布
川
県
で
あ
り
、
比
率
の
高
い

島

111 

媛

知

同

賀

崎

本

方
か
ら
の
順
位
づ
け
で
両
年
度
と
も
十
位
以
内
に
あ
る
県
は
以
上
の
三
県
の

1. 13 

1. 301高

1.10 11 福

。46il佐
0.381長

0.741熊

0.201大

1. 79 

1. 70 

1. 12 

1.11 

0.53 

他
、
青
森
、
新
潟
、
宮
城
の
計
六
県
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
東
京
都
を
除
け
ば

東
北
と
北
陸
の
二
地
方
に
あ
る
県
に
限
ら
れ
て
お
り
、
特
に
そ
の
中
で
も
北

陸
地
方
の
四
県
の
う
ち
三
県
ま
で
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定

1. 23 

0.35 

川

井

梨

野

す
る
と
、
北
陸
地
方
全
体
に
つ
い
て
も
比
率
の
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

京

神奈川

新潟

富山

石

福

山

長
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を
見
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
こ
と
を
一
一
層
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
よ
り
大
ま
か
な
地
方
別
分
布

研究ノート

第
三
節

地
方
別
分
布

都
道
府
県
を
八
地
方
(
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
、

1972 

1 北海道 8.81 北海道 13.51 

2 東北 0.94 東北 0.70 

3 中部 0.82 関東 0.60 

4 四国 0.72 中部 0.56 

5 関東 0.67 四国 0.38 

6 中国 0.63 中国 0.32 

7 近畿 0.49 近畿 0.29 

8 九州 0.40 九州 0.22 

第15表
1957 

四
国
、
九
州
)
に
分
け
て
順
位

づ
け
を
行
な
っ
た
の
が
第
十
五

表
で
あ
る
。

一
見
し
て
わ
か
る

よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
地
方
が
ほ

ぼ
北
海
道
か
ら
距
離
の
近
い
順

に
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
両
年

度
に
お
い
て
大
き
な
相
違
は
な

ぃ
。
中
部
地
方
を
全
体
と
し
て

以
外
に
分
け
た
方
が
地
域
的
性
格
の
差
に
よ
る
分
布
が
よ
り
明
確
に
表
わ
れ

見
る
よ
り
、
北
陸
地
方
と
そ
れ

る
と
恩
わ
れ
る
の
で
二
つ
に
分
け
、
同
様
の
理
由
で
関
東
地
方
に
つ
い
て
も

東
京
都
と
そ
れ
以
外
の
県
と
を
分
け
て
、
十
地
方
と
し
て
分
布
を
示
し
た
の

が
第
十
六
表
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
予
想
し
た
と
お
り
北
海
道
に
次
い
で

第16表

「有力者」の出身地の10地方別分布

1972 

1 ~t; 海 道 8.81 ~t; 海 道 13.51 

2 ~ヒ 陸 1.44 東 京 1.13 

3 東 京 1.23 ヰヒ 陸 0.85 

4 東 ~t; 0.94 東 ゴヒ 0.70 

5 四 国 O. 72 北陸以外の中部 0.39 

6 中 国 0.63 四 国 0.38 

7 近 畿 0.49 東京以外の関東 0.33 

8 北陸以外の中部 0.47 中 国 0.32 

9 九 チ1'1 0.40 近 畿 0.29 

10 東京以外の関東 0.40 九 ナ11 0.22 

1957 

高
い
率
を
示
す
の
は
北
陸
地
方
及
び
東
京
都
で
、
一
九
五
七
年
と
一
九
七
二

年
で
は
順
位
が
逆
転
し
、
東
京
が
北
陸
を
抜
い
て
第
二
位
に
な
っ
て
い
る
。

北
陸
地
方
や
東
北
地
方
の
出
身
者
が
比
較
的
多
い
理
由
と
し
て
は
、
北
海

道
に
お
け
る
開
拓
移
民
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
開
拓
移
民
の
出
身
地
を
知

る
に
は
明
治
四
二
年
に
お
け
る
札
幌
の
区
勢
調
査
|
当
時
は
札
幌
区
ー
に
よ

る
出
身
地
別
人
口
統
計
が
手
が
か
り
と
な
る
。
第
十
七
表
は
そ
の
統
計
を
十

北法32(1・258)258 



地
方
別
に
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
東
北
及
び
北
陸
の
二
地
方

か
ら
の
移
住
者
だ
け
で
六
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
方
が
札
幌

へ
の
移
民
の
主
な
供
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
は
開

拓
の
た
め
の
移
住
が
終
っ
た
後
も
何
ら
か
の
形
で
北
海
道
と
の
つ
な
が
り
が

保
た
れ
、
そ
れ
が
近
年
に
お
い
て
徐
々
に
弱
ま
り
つ
つ
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
十
六
表
に
お
い
て
北
陸
地
方
が
一
九
五
七
年
か
ら

一
九
七
二
年
に
か
け
て
比
率
が
平
均
以
上
か
ら
平
均
以
下
に
低
下
し
、
東
京

都
と
順
位
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
は
、

一
五
年
の
間
に
そ
の
影
響
が
か
な

り
薄
れ
て
き
て
い
る
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

札幌市における有力者の変遷

第17表

1909 (明治42)年当

時の札幌の住民の出

身地別分布

(%) 

陸 1I 35.7 

~t 11 28.5 

道 1115.6 

2.7 

2.4 

2.4 

3.6 

3.5 

3.3 北陸以外の中部 11

京l

畿

海

東京以外の関東

東

国

ナH

1じ

九

~t 

近

東

中

4 

5 

6 

7 

8 

9 

2 

3 

l 

東
京
都
の
比
率
が
高
い
点
に
つ
い
て
は
、
札
幌
市
な
い
し
北
海
道
の
歴
史

的
経
緯
か
ら
い
っ
て
中
央
依
存
の
度
合
が
大
き
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
。
東
京
都
に
お
い
て
も
一

九
七
二
年
の
比
率
は
一
九
五
七
年
の
そ
れ
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
る
。

以
上
が
「
札
幌
市
に
お
け
る
有
力
者
」
の
出
身
地
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
次
の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
。

道
内
出
身
者
の
割
合
が
一
九
七
二
年
に
は
五
割
を
超
え
、

年
に
比
べ
て
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。

一
九
五
七

道
外
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
北
陸
及
び
東
北
地
方
が
開
拓
移
民
の
主

な
供
給
地
で
あ
っ
た
経
緯
か
ら
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
が
、
最
近
は
そ
の

影
響
が
弱
ま
り
、
比
率
は
減
少
し
て
い
る
。

2.2 

第
四
章

歴

，ill"" 

寸ー

国

一
般
に
教
育
は
社
会
的
に
高
い
地
位
に
着
く
た
め
の
か
な
り
重
要
な
要
件

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
地
位
の
高
い

人
々
は
、
全
体
と
し
て
一
般
の
人
々
よ
り
高
い
学
歴
を
有
す
る
と
み
ら
れ
て

四

い
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
社
会
に
お
け
る
有
力
者
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
で

10 

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
対
象
と
し
て
い
る
札
幌
市
の
「
有
力
者
」
に
つ
い
て
学
歴
に
関
す

る
分
析
を
行
う
場
合
、
次
の
二
つ
の
観
点
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
第
一
は
教
育
水
準
が
一
般
に
比
べ
て
ど
の
程
度
か
、
ま
た
、
時
間
的
に

北法32(1・259)259 
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ど
う
変
化
し
た
か
等
、
主
と
し
て
最
終
学
歴
の
高
低
に
関
す
る
分
析
で
あ

り
、
第
二
は
最
終
学
歴
に
お
け
る
出
身
校
に
関
す
る
も
の
で
、

「
有
力
者
」

全
体
に
対
す
る
割
合
で
ど
の
学
校
主
と
し
て
大
学
ー
が
多
数
を
占
め
る

か
、
ま
た
、
そ
の
時
間
的
変
化
は
ど
う
か
等
を
問
題
と
す
る
。
い
ず
れ
の
場

合
も
学
歴
が
多
分
に
職
業
構
成
と
の
か
か
わ
り
を
も
つ
の
で
、
学
歴
と
職
業

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
節

最
終
学
歴
と
そ
の
推
移

第
十
八
表
は
札
幌
市
の
「
有
力
者
」
全
体
の
最
終
学
歴
を
大
ま
か
に
三
つ

に
区
分
し
て
、
一
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
の
二
つ
の
時
期
に
つ
い
て
そ
の

比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
が
最
も
多
く
、
両

年
度
と
も
に
六
割
を
超
す
高
率
で
あ
る
。
最
も
少
な
い
の
が
「
義
務
教
育
の

み
」
で
、
ど
ち
ら
の
年
に
お
い
て
も
一
割
強
に
過
ぎ
な
い
。
比
較
の
た
め
一

九
七

O
年
の
国
勢
調
査
に
お
け
る
札
幌
市
の
一
五
歳
以
上
人
口
に
お
け
る
教

育
程
度
を
示
す
と
、
「
大
学
及
び
短
大
卒
」
が
一

0
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
旧

制
中
学
及
び
新
制
高
校
卒
」
が
三
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
義
務
教
育
の
み
」

が
四

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

就
学
者
」
が

0
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
も
し
現
在
在
学
中
の
者
及
び
未

「
在
学
者
」
が
一

0
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

第18表

「有力者」の学歴構成

1972 
(%) 

大学・専門学校 409 67.2 658 64.3 

旧制中学 108 17.7 249 24.3 

義務教育 84 13.8 109 10. 7 

不 明 8 1.3 7 0.7 

6091100.0 11023 1100。
就
学
者
が
全
員
大
学
を
卒
業

1957 
(%)1 

す
る
と
仮
定
し
て
み
て
も
、

高
等
教
育
修
了
者
は
「
有
力

者
」
に
お
け
る
比
率
の
約
一
一
一

分
の
一
の
一
二
・
八
バ

1
セ

ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

義
務
教
育
だ
け
の
者
の
比
率

に
つ
い
て
も
「
有
力
者
」
に

Total 

お
け
る
比
率
は
札
幌
市
全
体

の
そ
れ
の
約
四
分
の
一
と
い

う
低
き
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
半
ば
当
然
と
も
言
い
う
る
こ
と
だ
が
、

学
歴
が
数
字
の
上
で
も
確
か
め
ら
れ
よ
う
。

次
に
時
間
的
な
変
化
に
注
目
す
る
と

「
有
力
者
」
に
お
け
る
高

「
旧
制
中
学
及
び
新
制
高
校
卒
」

(
以
後
、
単
に
「
旧
制
中
学
」
と
呼
ぶ
)
の
割
合
が
楢
唱
え
、
「
義
務
教
育
の

み
」
の
割
合
が
減
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
教
育
水
準
の
向
上
と
い
う
時
代
の

未

流
れ
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
の
比
率
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
減

と
こ
ろ
が
、

少
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
単
に
学
歴
が
低
下
し
た
た
め
と
は
考

北法32(1・260)260 



え
ら
れ
な
い
。
学
歴
を
考
え
る
に
際
し
て
こ
れ
と
最
も
密
接
な
関
係
を
示
す

と
思
わ
れ
る
の
は
職
業
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
、

「
有
力
者
」
全
体
に
お
け

る
職
業
分
野
の
構
成
比
が
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
変
化
し

専
門
学
校
」
の
比
率
が
他
に
比
べ
て

か
な
り
低
く
、
両
年
度
を
通
じ
て
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

に
対
し
、
「
中
小
企
業
以
外
の
私
企
業
」
、
す
な
わ
ち
、
金
融
機
関
、
マ
ス
・

第19表

札幌市における有力者の変遷

79.1 大学専門学校

ρu. 
7-中制 14. 1 !日

た
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
る
の
が

6.3 

最
も
自
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け

て
の
職
業
構
成
に
お
け
る
最
も
著
し

い
変
化
は
「
私
企
業
」
に
お
け
る
|

な
か
ん
ず
く
全
体
に
お
け
る
中
小

企
業
の
比
率
の
増
加
で
あ
る
こ
と
は

前
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
、

ー「

中
小
A 
iι 

業
」
、

「
そ
の
他
の
私
企
業
」
及
び

育

「
私
企
業
」
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学

歴
構
成
と
そ
の
変
化
を
調
べ
て
み
る

教

と
第
十
九
表
の
よ
う
に
な
り
、

務

小
企
業
」
の
分
野
で
は
「
大
学
及
び

義

ヨ
ミ
関
係
会
社
及
び
大
企
業
に
お
け
る
学
歴
は
全
体
の
平
均
よ
り
高
い
。

い
ま
述
べ
た
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
「
私
企
業
」
全
体
の
比
率
及
び
他
の
四
つ

の
職
業
分
野
の
構
成
比
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
が
、
「
私
企
業
」
の

う
ち
の
学
歴
の
低
い
分
野
で
あ
る
「
中
小
企
業
」
の
比
率
が
増
加
し
、
反
対

に
比
較
的
高
学
歴
の
他
の
私
企
業
が
減
少
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て
「
大
学

及
び
専
門
学
校
」
の
比
率
が
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

出
身
学
校
別
分
布

第
二
十
表
は
札
幌
市
の
「
有
力
者
」
の
出
身
学
校
を
年
次
ご
と
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
中
で

国
公
立
学
校
の
占
め
る
割
合
は
大
学
に
つ
い
て
は
一
九
五
七
年
で
は
六
四
パ

ー
セ
ン
ト
、
一
九
七
二
年
で
は
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
専
門
学
校
に
つ

い
て
は
一
九
五
七
年
が
八
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
七
二
年
に
は
八
六
・

中

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
国
公
立
が
半
数
以
上
を
占
め
、

と
り
わ
け
後
者
に
至
っ
て
は
八
割
を
超
え
て
い
る
。
国
公
立
大
学
に
お
い
て

は
旧
帝
国
大
学
の
占
め
る
割
合
は
一
九
五
七
年
で
は
九
二
・
九
パ
!
セ
ン

、h

目、

一
九
七
二
年
で
は
九
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
ず
れ
の
年
も
き
わ
め
て

高
い
比
率
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
、
大
学
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第20表

「有力者」の出身学校(最終卒業学校〉別分布

(%) 
1972 

1 東 大 93 15.3 98 9.6 

2 北 大 49 8.0 151 14.8 

3 他の旧帝大 50 8.2 58 5. 7 

東北大 12 22 

京 大 34 19 

九 大 3 10 

その他 1 7 

4 他の国公立大 13 2. 1 24 2.3 

東京商大 10 19 

その他 3 5 

5 国立専門学校 74 12.2 123 12.0 

小樽高商 26 38 

その他 48 85 

6 私立大学・専門 123 20.2 190 18.5 

早・慶大 35 65 

他の私大 77 106 

専門学校 11 19 

7 旧制中学 86 14.1 196 19. 1 

北海・札商 15 23 

その他 71 173 

8 そ の 他 29 4.8 66 6.5 

9 義務教育 84 13.8 110 10.8 

10 不 明 8 1.3 7 o. 7 

(%)1 
1957 

及
び
専
門
学
校
に
お
け
る
出
身
校
別
構
成
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

100.。
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第
二
十
一
表
は
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
卒
業
者
全
体
に
対
す
る
比
率
を

も
大
き
な
比
率
を
示
し
て
い
る
の
は
二
九
五
七
年
で
は
東
京
大
学
で
二
二
・

各
大
学
及
び
専
門
学
校
別
に
両
年
度
に
わ
た
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
最

っ
て
お
り
、

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
位
が
北
海
道
大
学
で
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

一
九
七
二
年
で
は
第
一
位
が
北
大
で
二
ニ
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と



一
九
五
七
年
に
比
べ
て
比
率
が
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
が
、
東
大
は
第
二
位
と

いヲ令。

順
位
が
入
れ
替
わ
り
、
比
率
も
一
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
に
減
少
し
て

第21表
高等教育修了者(大学・

専門学校卒〉における出

身学校別比率

lU571U72 
(%)1 (%) 

東京大学 22.5 14.9 

北海道大学 11. 5 22.9 

東北大学 3.0 3.3 

京都大学 8.2 2. 9 

九州大学 0.7 1.5 

東京商科大学 2.6 2.9 

早稲田大学 5.6 6.5 

慶応大学 3.3 3.3 

明治大学 4.2 3.5 

中央大学 2. 1 4.1 

日本大学 4.7 3.0 

小樽高商 6. 1 5.8 

そ
の
他
の
大
学
及
び
専
門
学
校
に
つ
い
て
時
間
的
変
化
を
見
る
と
、
京
都

大
学
が
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
大
幅
に
減
少

札幌市における有力者の変遷

第22表

上位10校のラソキγグ

1972 

1 東 大 ~t 大

2 北 大 東 大

3 京 大 早 大

4 小樽高商 小樽高商

5 早 大 中 大

6 日 大 明 大

7 明 大 慶 大

8 慶 大 東北大

9 東北大 日 大

10 東京商大 京 大

1957 

し
、
早
稲
田
大
学
や
中
央
大
学
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
聞
の
関
係
を
よ
り
は
っ
き
り
示
す
た
め
に
比
率
の
高
い
順
に
一

O

校
を
並
べ
る
と
第
二
十
二
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
東
大
と
北
大
は

前
に
も
触
れ
た
と
お
り
両
年
度
に
お
い
て
一
位
と
二
位
を
占
め
て
い
る
。
東

大
は
我
国
に
お
け
る
最
大
の
エ
リ
ー
ト
養
成
校
で
あ
り
、
北
大
は
地
元
(
道

内
〉
に
お
け
る
最
大
に
し
て
最
古
の
大
学
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
大
き
な
比

率
を
占
め
る
こ
と
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
、
当
然
予
想
さ
れ

る
結
果
で
あ
る
。

時
間
的
変
化
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
京
大
が
一
九
五
七
年
に
三
位
で

あ
っ
た
の
が
一
九
七
二
年
で
は
一

O
位
に
転
落
し
、
早
大
が
五
位
か
ら
三
位

に
上
昇
し
た
こ
と
、
お
よ
び
一
九
五
七
年
に
は
一

O
位
以
内
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
中
大
が
一
九
七
二
年
で
は
五
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
原
因
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
京
大
の

性
格
と
し
て
は
、
東
大
に
次
ぐ
全
国
的
規
模
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
の
出
身
校

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
そ
の
出
身
者
の
活
躍
の
場
と
出
身

地
と
の
地
域
的
な
結
び
つ
き
は
弱
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
早

大
や
中
大
は
そ
の
よ
う
な
性
格
が
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
比
較
的
弱
い
。

そ
の
た
め
、
地
元
出
身
者
の
占
め
る
割
合
は
早
大
や
中
大
の
方
が
大
き
く
、

北法32(1・263)263 

「
有
力
者
」
中
に
占
め
る
地
元
出
身
者
の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
の
表
わ
れ
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と
し
て
早
大
や
中
大
の
比
率
が
増
加
し
、
京
大
は
減
少
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
、
京
大
、
早
大
及
び
中
大
の
三
大
学
に
つ
い

大

% 
22.2 

て
道
内
出
身
者
の
占
め
る
割
合
を
調
べ
た
の

33.3 

が
第
二
十
三
表
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
京

大
と
早
大
に
つ
い
て
は
両
年
度
に
お
い
て
比

第23表

率
の
差
は
明
ら
か
で
、
早
大
の
卒
業
者
の
う

ち
の
過
半
数
が
地
元
出
身
者
で
あ
る
の
に
対

し
、
京
大
は
一
二
割
に
過
ぎ
ず
、
減
少
の

1957 

1972 

傾
向
さ
え
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
早

大
の
増
加
と
京
大
の
減
少
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。
し

か
し
、
中
大
に
つ
い
て
は
予
想
に
反
し
て
道
内
出
身
者
の
割
合
は
一
九
五
七

年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
い
く
ぶ
ん
増
加
傾
向
を
見
せ
て
い
る
も
の
の

比
率
と
し
て
は
早
大
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
中
大
出
身
者
の
職
業
構
成
を

見
て
も
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、
一
九
五
七
年
に
お

け
る
「
有
力
者
」
の
多
く
が
大
学
を
卒
業
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
一
九
二

O
年
一
九
一
二

0
年
代
当
時
は
中
大
の
卒
業
生
数
そ
の
も
の
が
他
の
大
学
に

比
べ
て
小
さ
く
、

一
九
七
二
年
に
至
っ
て
卒
業
者
の
絶
対
数
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
「
有
力
者
」
に
お
け
る
比
率
の
大
幅
な
増
加
と
し
て
表
わ
れ
て
き

ハ
3一
》

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

専
門
学
校
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
比
率
は
大
学
出
身
者
に
比
べ
て
小
さ

く
、
学
校
別
で
比
較
的
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
の
は
小
樽
高
商
ハ
小
樽
商

科
大
学
の
前
身
)
で
あ
り
、
出
身
学
校
別
順
位
で
は
両
年
度
と
も
第
四
位
に

位
置
し
て
い
る
(
第
二
十
二
表
)
。
専
門
学
校
と
し
て
小
樽
高
商
に
次
ぐ
比

率
を
占
め
て
い
る
の
は
札
幌
師
範
(
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
の
前
身
〉

で
あ
る
が
、
そ
の
比
率
は
か
な
り
小
さ
く
、
大
学
及
び
専
門
学
校
全
体
に
占

め
る
割
合
は
両
年
度
を
通
じ
て
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
二
授
は
ど
ち
ら
も
道
内
に
あ
り
、
地
元
の
学
校
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
か
ら
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
出
身
学
校
別
に
見
る
と
地
元
校
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
よ
り
具
体
的
に
よ
り
一
般

化
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
三
節

地
元
(
道
内
〉
学
校
出
身
者
の
割
合

第24表
高等教育修了者全

体に対する道内学

校出身者の比率

第
二
十
四
表
は
高
等
教
育
修
了
者
、

32.8 

す
な
わ
ち
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
卒

業
者
全
体
に
お
け
る
地
元
校
出
身
者
の

年
次
別
比
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を

1957 

1972 

見
る
と
一
九
五
七
年
が
一
九
・
四
バ

i

北法32(1・264)264 



一
九
七
二
年
で
は
三
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
率
が
一
=
了
四
パ

セ
ン
ト
、

」
の
こ
と
は
、

「
旧
制
中
学
」
卒
業
者
が
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
卒
業

1
セ
ン
ト
も
増
え
て
お
り
、
地
元
校
出
身

者
に
比
べ
て
、
よ
り
地
元
学
校
出
身
者
の
比
率
が
高
く
、
し
か
も
そ
の
増
加

1.9 

第25表

主要な道内 3校出身者の高等

教育修了者全体に対する比率

|北大 \~tt高直塑

1.5 

者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

率
も
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

「
旧
制
中
学
」
卒
業
者
の
み
に

る
。
こ
の
内
訳
を
主
要
な
道
内
の
三
校
に

rl日制中学」卒業
者における道内学

校出身者の割合

(%) 

つ
い
て
地
元
校
出
身
者
の
割
合
を
見
る

井
、

52.6 

39.8 

つ
い
て
示
し
た
の
が
第
二
十
五
表
で
あ

る
。
北
大
の
み
が
増
大
し
、
他
は
ほ
と
ん

一
九
五
七
年
が
三
九
・
八
パ

1
セ

第21表

ン
ト
で
一
九
七
二
年
は
五
二
・
六
パ

l

ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地
元
校

セ
ン
ト
と
年
次
を
問
わ
ず
高
い
比
率
を

1957 

1972 

の
比
率
の
増
加
の
主
な
原
因
は
北
大
卒
業

者
の
増
加
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

示
し
、
ま
た
増
加
率
も
高
い
こ
と
が
わ

か
る
(
第
二
十
七
表
〉
。
こ
の
説
明
と
し
て
は
「
旧
制
中
学
」
卒
業
者
は

る。

「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
卒
業
者
に
比
べ
て
、
地
元
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
と
の

相
関
関
係
が
よ
り
強
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
道
内
学
校
卒
業

出
身
学
校
の
範
囲
を
よ
り
拡
大
し
、

1972 
(%) 

ー「

!日

q
0
 

• 0n
u
 
qo 

ー

ヴ

44
 
no 

|日制中学卒以上の者にお

ける道内学校出身者の割
メL
ロ

1957 
(%)1 

126123.31 

制
中
学
」
卒
業
者
を
も
含
め
た
場
合
に
つ
い

者
の
比
率
の
増
加
は
道
内
出
身
者
の
増
加
の
反
映
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、

札幌市における有力者の変遷

て
も
、
地
元
校
出
身
者
の
割
合
が
増
加
し
て

一
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
と
に
お
け
る
「
旧
制
中
学
」
卒

第26表

き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
十
六
表
が

業
者
の
う
ち
の
道
内
出
身
者
中
に
占
め
る
道
内
旧
制
中
学
卒
業
者
の
割
合
を

そ
れ
で
、

「
旧
制
中
学
」
を
含
め
る
と
地
元

見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け

北法32(1・265)265 

校
出
身
者
の
割
合
は
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」

て
道
内
出
身
者
は
五
一
名
か
ら
一
七
二
名
へ
と
一
二
一
名
増
加
し
て
い
る

だ
け
の
場
合
に
比
べ
て
、
い
ず
れ
の
年
に
お

が
、
そ
の
う
ち
道
内
学
校
卒
業
者
は
八
二
名
で
あ
り
、
道
外
学
校
に
比
べ
て

い
て
も
大
き
く
、
ま
た
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
増
加
し
た

比
率
も
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
き
い
。

二
倍
以
上
の
比
率
で
道
内
学
校
の
卒
業
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
少
な
く
と
も
「
旧
制
中
学
」
に
関
す
る
限
り
、
出
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身
校
に
お
け
る
地
元
(
道
内
〉
の
比
重
の
増
加
と
出
身
地
に
お
け
る
そ
れ
と

の
間
に
あ
る
相
関
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
札
幌
市
に
お
け
る
有
力
者
」
の
学
歴
構
成
及
び
そ

の
変
化
に
つ
い
て
、
次
の
諸
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
有
力
者
」
に
お
け
る
学
歴
構
成
は
分
析
時
点
の
い
ず
れ
に
お
い
て

も
一
般
の
人
々
に
比
べ
か
な
り
高
水
準
に
あ
る
。

学
歴
構
成
に
お
け
る
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
卒
業
者
が
減
少
傾
向

を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
学
歴
の
低
下
で
は
な
く
、
他
に
比
べ
て

高
等
教
育
修
了
者
が
少
な
い
「
中
小
企
業
」
の
分
野
が
職
業
構
成
に
お
い
て

増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
出
身
校
別
比
率
で
は
、
東
京
大
学
及
び
北

海
道
大
学
が
他
に
比
べ
て
高
く
、
時
間
的
変
化
と
し
て
は
北
大
の
比
重
が
増

大
し
て
い
る
。

四

出
身
校
別
構
成
に
お
け
る
京
都
大
学
卒
業
者
の
.
減
少
及
び
早
稲
田
大

学
卒
業
者
の
増
加
は
、
道
内
出
身
者
が
「
有
力
者
」
中
に
占
め
る
割
合
に
お

い
て
増
加
し
た
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
説
明
で
き
る
。

五

地
元
学
校
卒
業
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
北
大
卒

業
者
の
比
率
の
増
加
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ムノ、

「
旧
制
中
学
」
卒
業
者
に
つ
い
て
は
、
道
内
学
校
卒
業
者
の
比
率
は

「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
の
場
合
よ
り
大
き
く
、
ま
た
増
加
率
も
大
き
い
。

こ
の
こ
と
は
「
旧
制
中
学
」
卒
業
者
が
「
大
学
及
び
専
門
学
校
」
卒
業
者

に
比
べ
て
、
地
元
(
道
内
〉
出
身
で
あ
る
こ
と
と
の
相
関
関
係
が
強
い
た

め
、
出
身
地
に
お
け
る
地
元
の
比
率
の
増
加
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る。

第
五
章

現

住

所

最
後
に
、

「
札
幌
市
の
有
力
者
」
の
住
所
地
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
的
分

布
及
び
そ
の
変
化
を
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
札
幌
市
と
い
う
都
市
の

地
域
的
特
性
や
市
域
の
拡
大
、
人
口
の
推
移
と
い
っ
た
歴
史
的
経
過
に
つ
い

て
多
少
触
れ
て
お
き
た
い
。

札
幌
市
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
の
は
一
九
一
一
二
年
(
大
正
一
一
年
)
で
あ

り
、
当
時
の
人
口
は
一
二
万
人
足
ら
ず
で
あ
っ
た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
減

少
す
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
増
え
続
け
た
。
た
だ
、
戦
前
に
お
い
て
は
自
然

増
が
主
で
あ
っ
て
、
経
済
が
高
度
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
二
次
及
び
第
三
次

産
業
部
門
の
占
め
る
割
合
が
小
さ
く
、
ま
た
人
口
流
動
も
小
規
模
で
あ
っ
た

か
ら
増
加
率
は
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
戦
後
、
特
に
こ
こ
で
の
分
析
時
点
で

あ
る
一
九
五
七
年
ハ
昭
和
三
二
年
〉
と
一
九
七
二
年
(
昭
和
四
七
年
)
の
二
つ
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の
時
期
の
間
の
一
五
年
間
は
戦
後
日
本
の
驚
異
的
な
高
度
成
長
期
に
あ
た

り
、
全
国
的
な
人
口
の
都
市
集
中
化
が
見
ら
れ
た
。
札
幌
市
に
つ
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
こ
の
傾
向
に
加
え
て
数
次
に
わ
た
る
隣
接
町
村
と
の
合
併
な

ど
が
相
ま
っ
て
、
人
口
規
模
は
急
速
に
膨
張
し
て
い
る
。

一
九
七
二
年
に
は

政
令
指
定
都
市
に
な
り
区
制
が
施
か
れ
、
七
区
が
画
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

は
、
旧
市
街
地
の
大
部
分
を
含
む
「
中
央
区
」
、
鉄
束
、
北
光
、
北
栄
、
元

町
地
区
な
ど
の
「
東
区
」
、
旧
豊
平
町
地
域
を
中
心
と
す
る
「
豊
平
区
」
、
菊

水
、
東
札
幌
、
白
石
、
東
白
石
、
厚
別
地
区
の
「
白
石
区
」
、
鉄
西
、
幌

北
、
北
、
新
琴
似
、
篠
路
地
区
の
「
北
区
」
、
琴
似
、
山
の
手
、
二
四
軒
、

八
軒
、
旧
手
稲
町
の
「
西
区
」
、
そ
し
て
真
駒
内
、
藻
山
石
、
石
山
、
澄
川
、

定
山
渓
の
「
南
区
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
区
ご
と
の
人
口
増
加
(
ま
た
は
減

少
)
の
割
合
は
区
に
よ
っ
て
か
な
り
異
っ
て
い
る
。
近
年
に
お
け
る
大
ざ
っ

札幌市における有力者の変遷

ば
な
傾
向
と
し
て
は
、
当
初
最
も
大
き
い
比
率
を
占
め
て
い
た
中
央
区
が
減

少
し
、
他
の
区
は
す
べ
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地

域
的
な
格
差
が
あ
る
こ
と
が
い
わ
れ
、
そ
れ
は
中
央
区
と
北
区
及
び
東
区
の

区
界
と
な
っ
て
い
る
函
館
本
線
を
境
と
す
る
北
部
と
南
部
、
中
央
区
と
白
石

区
及
び
豊
平
区
を
分
け
て
い
る
豊
平
川
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
西
部
と
東
部
と

の
聞
に
経
済
的
、
文
化
的
な
面
、
あ
る
い
は
生
活
環
境
の
商
に
お
い
て
北
、

東
部
が
南
、
西
部
に
比
べ
て
後
進
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

以
上
の
こ
と
が
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
「
有
力
者
」
の
住
所
地
の
分
布
に
つ

第
一
節

行
政
区
別
分
布

札
幌
市
の
「
有
力
者
」
に
つ
い
て
七
つ
の
行
政
区
(
以
後
、
単
に
「
区
」

と
い
う
)
ご
と
の
分
布
を
年
次
別
に
示
し
た
の
が
第
二
十
八
表
で
あ
る
。

中央区 84.5 59.8 -24.7 

北区 3.6 5.8 + 2.2 
東区 4.3 4.6 + 0.3 
白石区 1.3 4.2 + 2.9 
豊平区 3.6 10.0 + 6.4 
南区 0.7 7.2 + 6.5 
西区 2.0 8.4 + 6.4 

第28表

「有力者」の住所地の「区」

別分布

l加 lm|(%)1 (%) 

九
五
七
年
で
は
中
央
区
の

割
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、

全
体
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト

近
く
を
占
め
て
お
り
、
他

の
区
は
い
ず
れ
も
一
割
に

満
た
ず
、
中
央
区
に
次
い

で
多
い
東
区
で
さ
え
四

パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な

北法32(1・267)267 

ぃ
。
南
区
に
至
っ
て
は

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
わ
ず
か
一
。
ハ

1
セ
ン
ト
に

も
満
た
な
い
数
字
で
あ
る
。

一
五
年
後
の
一
九
七
二
年
で
は
最
も
大
き
い
比

率
を
占
め
て
い
る
の
は
相
変
ら
ず
中
央
区
で
あ
る
が
減
少
傾
向
を
示
し
て
お

り
、
比
率
で
二
四
・
七
パ

l
セ
γ
ト
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
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全
体
の
六
割
近
く
が
中
央
区
に
居
住
し
て
い
る
わ
け
で
、
か
な
り
高
い
比
率

で
あ
る
と
い
え
る
。
他
の
区
は
ど
れ
も
比
率
が
増
加
し
て
お
り
、
と
り
わ
け

増
加
が
大
き
い
一
弘
は
豊
平
区
、
南
区
及
び
西
区
で
あ
る
。
北
区
、
東
区
は
増

え
て
は
い
る
ト
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

第29表

札幌市人口の「区」別分布

中央区 18.8 -19.1 

北区 9.4 12.8 + 3.4 
東区 14.0 16.0 + 2.0 
白石区 11. 9 15.9 + 4.0 
豊平区 12.5 14.2 + 1. 7 
南区 5. 7 8.3 + 2.6 
西区 8.6 14.0 + 5.4 

p弘[1弘|

こ
れ
と
比
較
す
る
た
め
、

札
幌
市
に
お
け
る
全
人
口
の

区
別
構
成
比
を
第
二
十
九
表

に
一
一
小
し
た
。

一
九
五
七
年
に

お
け
る
区
別
人
口
統
計
が
な

い
の
で
代
わ
り
に
一
九
六

O

年
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
に

す
る
。
こ
れ
を
「
有
力
者
」

に
お
け
る
構
成
比
と
比
較
す
る
と
、
中
央
区
の
比
率
が
「
有
力
者
」
の
そ
れ

よ
り
か
な
り
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
区
に
つ
い
て
は
南
区
を
除
い
て
、

ど
れ
も
一
割
近
い
比
率
を
も
っ
て
お
り
、
年
次
別
変
化
で
は
白
石
区
及
び
西

区
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

「
有
力
者
」
の
現
住
所
が
札
幌
市
全
体
の
人
口
分
布
に
比
べ
て
ど
の
程
度

の
片
寄
り
を
も
っ
て
い
る
か
を
よ
り
明
快
に
示
す
た
め
、

「
有
力
者
」
の
現

住
所
の
区
別
構
成
比
を
札
幌
市
の
全
人
口
の
区
別
構
成
比
で
割
っ
た
値
を
各

第30表

「有力者」の現住所の「区」

別比率を当時の札幌市人口の

「区」別比率で割った億

中央区 2.2 3.2 + 
北区 0.4 0.5 + 
東区 0.3 0.3 O 

白石区 0.1 0.3 + 
豊平区 0.3 0.7 + 
南区 O. 1 。‘9 + 
西区 0.2 。‘6 + 

。。
勾
d
A
3
 

吋
4
ム

n
，e
 

zu 

n
u
d
 

噌よ

ー

区
ご
と
に
求
め
、
そ

れ
を
両
年
度
に
つ
い

て
示
し
た
も
の
が
第

一
ニ
十
表
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
一
九
豆

七
年
で
は
平
均
以

上
、
す
な
わ
ち
人
口

分
布
の
比
率
以
上
の
割
合
で
「
有
力
者
」
が
住
所
を
有
す
る
区
は
中
央
区
し

か
な
く
、
し
か
も
、
平
均
の
二
・
二
倍
と
い
う
著
し
い
片
寄
り
を
示
し
て
お

り
、
一
九
七
二
年
に
な
る
と
、
三
・
三
倍
と
ま
す
ま
す
中
央
区
へ
の
集
中
度

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
有
力
者
」
の
住
所
地
の
中
央
区
に
お
け
る
比
率
は
減
少
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
全
体
の
人
口
分
布
か
ら
見
た
場
合
に
は
む
し
ろ

中
央
区
へ
の
人
口
集
中
化
の
現
象
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
説
明
と
し
て
は
次

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
人
口
の
増
加
の
大
き
い
中
央
区
以
外
の

区
は
郊
外
に
新
興
住
宅
地
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
住
民
は
ほ
と
ん
ど
が
市

内
の
他
地
域
あ
る
い
は
市
外
か
ら
の
転
入
者
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
人
々

の
中
に
は
エ
リ
ー
ト
農
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

中
央
区
以
外
の
区
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
間
の
変
化
を
よ
り
詳
細
に
検
討
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し
て
み
た
い
。
第
三
十
一
表
は
中
央
区
を
除
い
た
場
合
の
構
成
比
及
び
全
人

日
分
布
に
対
す
る
比
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
区
別
構
成
比
を
見
る
と
、

第31表

「中央区」を除いた場合

(%)似刈似)倒的
11957 間

1.5 14.4 0.9 

東区 27.6 1.2 11. 4 0.6 

白石区 8.5 0.4 10.5 0.5 

豊平区 23.4 1.2 24.8 1.4 

南区 4.3 0.5 18.0 1.8 

西区 12.8 0.9 20.9 1.2 

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年

に
か
け
て
北
区
及
び
東
区
の
割

合
が
減
少
し
、
そ
れ
に
対
し
て

他
の
区
は
す
べ
て
増
加
し
て
い

る
が
、
と
り
わ
け
南
区
及
び
西

区
は
増
加
率
が
大
き
い
。
こ
の

こ
と
は
全
人
口
の
分
布
比
に
対

す
る
比
率
を
見
る
と
一
一
層
は
っ

き
り
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

に
か
け
て
の
増
加
あ
る
い
は
減
少
を
見
る
と
、
北
区
及
び
東
区
が
平
均
以
下

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年

札幌市における有力者の変遷

に
転
落
し
、
南
区
及
び
西
区
が
平
均
以
下
か
ら
平
均
以
上
へ
上
昇
し
て
い
る

が
、
特
に
著
し
い
の
は
南
区
で
あ
る
。
南
区
で
は
、
こ
の
期
間
に
札
幌
市
で

初
め
て
大
規
模
住
宅
団
地
l
道
営
真
駒
内
団
地
の
造
成
が
行
わ
れ
、

九

七
二
年
に
お
け
る
「
有
力
者
」
の
う
ち
の
南
区
在
住
者
七
四
名
中
の
回
二
名

ま
で
が
真
駒
内
に
住
所
を
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
南
区
の
比
率
の
大
幅
な
増

加
は
こ
れ
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
が
い
え
よ
う
。

第 6図

「中央区」を除く区別構成比の変化

「札幌市全体」「有力者」

東区北区東区

一一崎 57年
ー一一 72年

北区

西区

豊平区南区豊平区南区
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中
央
区
以
外
の
各
区
の
比
重
の
変
化
を
も
っ
と
よ
く
示
す
方
法
が
あ
る
。

第
六
図
は
第
三
十
一
表
を
地
理
的
関
係
を
考
慮
し
て
模
式
的
に
表
わ
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
「
有
力
者
」
が
一
九
五
七
年
に
は
北
部
、
東
部

を
中
心
に
住
ん
で
い
た
の
が
、

一
九
七
二
年
に
は
南
部
、
西
部
に
多
く
住
む

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
地
域
格
差

の
問
題
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、

一
九
七
二
年
に
お
け
る
「
有
力
者
」
は
南
、
西
部
の
先
進
地
域
に
多
く
住
ん

で
い
る
(
中
央
区
も
含
め
て
〉
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

第
二
節

旧
市
街
(
条
丁
目
地
域
)
居
住
者

の
割
合

第
三
十
二
表
は
条
丁
目
の
呼
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
を
札
幌
市
の
旧
市

街
と
仮
定
し
た
場
合
の
「
有
力
者
」
中
の
旧
市
街
居
住
者
の
割
合
を
年
次
別

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
条
丁
目
地
域
を
旧
市
街
と
呼
ぶ
の
は

正
確
で
は
な
く
、
し
か
も
、
区
画
整
理
の
進
行
に
よ
り
、
か
つ
て
町
名
で
呼

ば
れ
て
い
た
地
域
に
条
丁
目
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
厳
密
な
比
較

は
で
き
な
い
が
、
一
応
参
考
の
た
め
掲
げ
て
お
く
。
条
丁
目
地
域
が
大
部
分

を
占
め
る
中
央
区
の
ほ
か
、
条
丁
目
が
存
在
す
る
区
は
北
区
と
東
区
、
そ
れ

1.6 目丁条

o. 7 

に
近
年
ご
く
一
部
に
条
丁
目
が
設
定
さ
れ

た
南
区
で
あ
り
、
他
の
三
区
は
全
く
条
了

目
地
域
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
表
を
見
る

と

「
有
力
者
」
に
お
け
る
旧
市
街
居
住

者
の
比
率
は
中
央
区
に
お
け
る
と
同
様
、

減
少
し
て
い
る
が
、
人
口
分
布
に
対
す
る

比
率
の
上
で
は
変
化
が
な
く
平
均
の

六
倍
の
集
中
度
を
保
っ
て
お
り
、

五
年

聞
を
通
じ
て
「
有
力
者
」
の
大
半
が
旧
市

街
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

地
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

札
幌
市
に
お
け
る
「
有
力
者
」
の
住
所

「
有
力
者
」
の
住
所
地
の
区
別
構
成
比
を
見
た
場
合
、
中
央
区
が
い

ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
高
い
比
率
を
示
し
て
お
り
、
時
間
的

変
化
に
お
い
て
も
、
表
面
上
は
比
率
の
減
少
を
示
し
て
は
い
る
が
全
人

口
の
分
布
比
と
の
関
係
で
見
る
と
逆
に
集
中
化
傾
向
が
現
わ
れ
て
い

る
中
央
区
以
外
で
は
、

と
東
区
の
比
率
が
減
少
し
、
こ
れ
に
対
し
て
南
区
と
西
区
の
比
率
が
増

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
北
区
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加
し
て
お
り
、

「
有
力
者
」
全
体
の
北
、
東
部
か
ら
南
、
西
部
へ
の
住

所
地
の
移
動
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

条
丁
目
地
域
を
旧
市
街
と
仮
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
内
を
二
分
し

た
場
合
、
い
ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
「
有
力
者
」
の
半
数
以
上
が
旧
市

街
に
居
住
し
、
そ
の
比
率
は
減
少
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
人
口
分
布
比
と
の
関
係
で
は
変
化
せ
ず
、
依
然
と
し
て
平
均

の
一
・
六
倍
と
い
う
集
中
度
を
示
し
て
い
る
。

あ
と
が
き

「
札
幌
市
に
お
け
る
有
力
者
の
変
遷
」
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
「
職
業
」
、

「
年
齢
」
、

「
出
身
地
」

「
学
歴
」
及
び
「
現
住
所
」
の
五
つ
の
角
度
か
ら

札幌市における有力者の変遷

述
べ
て
き
た
が
、
各
章
の
終
わ
り
に
要
約
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
再
び
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
全
体
を
通
じ
て
の
結
論

め
い
た
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
と
い
う
、
戦
後
日
本
の
高
度
成
長
期
に
お

い
て
、
札
幌
市
あ
る
い
は
北
海
道
と
い
う
一
地
域
の
変
化
は
当
然
地
元
の

「
有
力
者
」
層
の
構
成
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
置
か
な
い
。

「
札
幌
市
に
お
け
る
有
力
者
」
の
職
業
構
成
に
お
け
る
道
内
(
地
元
)
資

本
の
比
率
の
増
大
、
学
歴
に
お
け
る
道
内
学
校
卒
業
者
の
増
加
、
出
身
地
に

み
る
道
内
及
び
札
幌
の
比
重
の
高
ま
り
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
レ
ヴ

ェ
ル
の
現
象
で
あ
る
が
、
ど
の
場
合
に
お
い
て
も
地
元
勢
の
進
出
が
み
ら
れ

る
と
言
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
北
海
道
|
あ
る
い
は
札
幌
!
と
い

う
地
方
に
特
徴
的
な
官
依
存
、
中
央
依
存
型
か
ら
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が

地
元
に
重
心
が
移
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
自
前
で
エ
リ
ー

ト
の
創
出
を
行
う
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
に
つ
い
て
は
「
北
海
道
全
体
」
に
お
い
て
「
有
力
者
」
の
変
遷
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
か
な
分
析
結
果
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
札
幌
市
」
だ
け
で
は
な
く
他
都

市
に
つ
い
て
比
較
分
析
を
行
う
こ
と
は
札
幌
市
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
研
究

に
期
待
し
た
い
。

F

」
れ
は
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
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札
幌
市
人
口
の
推
移
は
左
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
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参
考
ま
で
に
一
九
五
七
年
と
一
九
七
二
年
に
お
け
る
北
海
道
及
び
札

幌
市
の
職
員
定
数
を
掲
げ
る
。

一
九
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年

一
九
七
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年

八
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一
九
三
五
年
に
お
け
る
各
大
学
の
卒
業
生
数
は
次
の
と
お
り
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八
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The CHANGES of INFLUENTIAL MEN in 

SAPPORO CITY 

Yoichi TAKAHASHI* 

PREFACE 

The aim of this essay is to give a statistical analysis of in-

fluential men in Sapporo City in 1957 and in 1972， and to explicate 

their changes for that 15 years.“1nfluential men" stated here are the 

people whose opinions and decisions have strong influence in various 

fields of a society. 1nfluential men in Sapporo City， therefore， mean 

notables or leaders in various departments of Sapporo City， a local 

society. 

1n the case of analysis it is necessary to define the object of 

analysis. So， residents in Sapporo City on the list of “Hokkaido 

Who's Who" printed in“Hokkaido Nenkan" published by Hokkaido 

Shimbun-sha， were enumerated as influential men in Sapporo City， 

and these data were analyzed on 5 items as follows: “occupationヘ
“ageヘ“nativeplaceヘ“education"and “address". 

Chapter 1“OCCUPA TION" 

1. 1n the following 5 major groups of occupation， there are no 

changes on percentage of distribution :“teachers， religious workers 

and professional workersぺ“governmentofficialsヘ“directorsand 
managersヘ“statesmen"and “others". 
2. 1n the group of “government officials" the percentage of“local 

government officials" is considerably grown， particularly that of 

Sapporo City. This reflects the enlargement of organization of 

local governing bodies caused by the increase of the scale of 

cltIes. 

* The Staff of Green Area Development Department， Environmental Bureau， 

Sapporo City Office 
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3. In the group of “directors and managers" the percentage of 

“medium and small scale industrialists" is grown， and it is due to 

the increase of homeborn industries on percentage. 

Chapter II“AGE" 

1. 1n the case of changes of the distribution by age for 15 years， 

it is found that the average age is advanced and that the disper-

sion tends to increase. And it can be said that one of its causes 

is being of those who have been the influential men for over 15 

years. 

2. Grouping into “homegrown" group and “transferring" group 

on the assumption that there are two types of the influential men， 

the characteristics on the distribution of age between two groups 

is shown as follows: 

1)“Homegrown" group tends to be advanced in age on the 

whole， and the average age is higher irrespective of year. 

2) “Transferring" group has very little change on the distribution 
of age， and the average age is lower irrespective of year. 

3. It can be pointed out that the cause of being advanced in age 

on the whole of “influential men" is the increase of percentage of 

“homegrown" group in the total besides the incompleteness of 
alternation of generations. 

Chapter 1II“NATIVE PLACE" 

1. 1n 1972， the percentage of those who were born in Hokkaido is 

more than 50 percent and has considerably increased in comparison 

with that in 1957. 

2. 1n the case of those who come from other prefectures， Hokuriku 

and Tohoku have high percentages because of the fact that they 

mainly supplied the immigrants for Hokkaido， but in recent 

years their influence becomes weak year by year， and so their 

percentages have decreas巴d.

Chapter IV“EDUCATION" 

1. The influential men have high standard of education in com-

parison with people in general. 

2. Graduates of 3rd level-Junior College， Higher Professional 
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School， College and University-tends to decrease. It is caused by 

not the decline of the standard of education， but the increase of 

percentage of “medium and small scale industrialists" in whom 

there are a few graduates of 3rd level. 

3. On the percentage by school in graduates of 3rd level， those of 

Tokyo University and Hokkaido University are more than others 

regardless of year， and the percentage of Hokkaido University 

has increased， while that of Tokyo University has decreased. 

4. It can be said that the decrease of the graduates of Kyoto Uni-

versity and the increase of that of Waseda University reflect the 

increase of percentage of those who were born in Hokkaido in“the 
influential men". 

5. Graduates of schools in Hokkaido go on increasing， and it is 

mainly caused by the increase of graduates of Hokkaido Univer-

Slty. 

6. In the graduates of 2nd level-Middle School and Senior High 

School-， the percentage and the rate of increase of graduates of 

schools in Hokkaido is higher than that in the graduates of 3rd 

level. It shows that the percentage of those who were born in 

Hokkaido go on increasing. 

Chapter V “ADDRESS" 

1. On the distribution of residents by wards， Chuo主uis out-

standingly high percentage irrespective of year. 

2. Measuring the deviation of the distribution by wards， Chuo・ku

occupies a very high place in all of the wards， and its density of 

residents is increasing more and more. In case of the other wards 

Minami-ku and Nishi-ku are increasing， while Kita-ku and Higashi-

ku are decreasing. 

CONCLUSION 

In the preceding five chapters， we saw how change the in・

fIuential men in Sapporo City for 15 years from 1957 to 1972. It 

seems that the changes in the five items mentioned above are 

different phases， and we wi11 find the increase of the “homegrown" 

m common. 
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